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「
農
業
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
。

一
般
的
に
は
、
重
労
働
、
後
継
者

不
足
、
収
入
が
不
安
定
…
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
農
家
の
高
齢
化
は
深

刻
な
問
題
で
す
。
農
林
水
産
省
の

統
計
に
よ
る
と
、
平
成
22
年
か
ら

3
年
間
の
新
規
就
農
者
数
は
、
5

万
8
，0
0
0
人
か
ら
5
万
8
0
0

人
へ
と
12
・
4
％
も
減
少
し
て
い

ま
す（
図
１
）。

　

と
こ
ろ
が
、
年
齢
構
成
別
に
見

る
と
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
期

待
さ
れ
る
「
40
歳
未
満
の
新
規
就

農
者
」
の
割
合
は
、
平
成
23
年
の

24
・
5
％
が
平
成
25
年
で
は
26
・

3
％
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
家
以
外
の
出
身
者

で
新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
し
た

「
新
規
参
入
者
」
を
40
歳
未
満
に

限
る
と
、
2
年
間
で
倍
近
く
に
増

え
て
い
ま
す（
図
2
）。

　

つ
ま
り
、
こ
の
2
つ
の
図
は
、

新
規
就
農
す
る
人
々
が
全
体
的
に

若
返
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
農
業
と
は
無
関
係
だ
っ

た
人
々
が
新
た
に
参
入
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

 　

国
の
研
究
機
関
で
あ
る
「
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
」
が
、
学
生
を
対
象
に
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
農
業
を
ま
っ
た

く
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
学
生
の

4
人
に
1
人
が
「
一
度
は
体
験
し

て
み
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
体
験
し
た
こ
と
が

あ
る
学
生
は
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
や
り
方
次
第
で
儲
か
る
」

「
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
肯
定
的
に
と
ら
え
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
き

た
い
と
望
む
若
者
が
、
今
、
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

農
業
が
若
者
た
ち
を
引
き
付
け

る
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
近
年
、
農
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
が
支
え
て
き

た
農
業
で
は
、
他
業
種
と
比
べ
て

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
導
入
が
遅

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
近
年
、
企
業
や
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
込
み
、
急
速
に
Ｉ

Ｔ
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
農
家
も

生
産
の
み
を
行
う
第
１
次
産
業
か

ら
脱
し
、
自
ら
加
工
・
販
売
ま
で

を
手
が
け
る
6
次
産
業
化
に
取
り

組
む
例
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

６次産業化に取り組む観光農園。市外から
大勢の人が訪れる=篠田いちご園

特
集　

西
脇
市
で
新
規
就
農

特
集　

西
脇
市
で
新
規
就
農

特
集　

西
脇
市
で
新
規
就
農

　一昔前まで、家業が農家でなけ
れば始められないイメージが強
かった「農業」ですが、最近は、
農業をやってみたいと考える若者
たちも増えています。
　農業をテーマにした漫画やアニ
メが人気を集めるなど、昨今の健
康ブームや価値観の多様化、新た
な農業ビジネスの可能性などを背
景に、今、"農業という生き方"が
見直されています。
　西脇市で農業、始めませんか。

特集　さあ、農業を始めよう。

　

作
業
の
効
率
化
や
生
育
状
況
の

把
握
と
対
策
の
強
化
、
販
売
力
の

向
上
な
ど
を
果
た
し
た
„
新
し
い

農
業
“
は
、
若
者
に
と
っ
て
も
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
十
分
魅
力
的
に
映

っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
9
日
に
神
戸
市
で
開
催
さ

れ
た
「
就
農
希
望
者
向
け
セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会
」
で
は
、
西
脇
市
で

の
就
農
に
つ
い
て
多
く
の
方
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な
ど
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
く
て
も
何
か
ら
手
を
付
け
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
次
ペ
ー
ジ
以

降
で
は
、
5
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分

け
て
ご
案
内
し
ま
す
。

［図２］　年齢別新規参入者数（出典は図１と同じ）

［図1］　年齢別新規就農者数（農林水産省「平成25年
　　　　　新規就農者調査」より抜粋）

集計結果は、東日本大震災の影響で調査不能となった
福島県の一部地域を除いたもの。
緑字は40歳未満の新規就農者の割合。

新規参入は
一気に２倍に

も
う



　県立農業大学校などの学生らが、７月20日から８月10日に
かけて、市内の農家で実践研修を行いました。
　市の「農業インターンシップ支援事業（５ページ参照）」を
利用して、２名１組がイチゴ農家や畜産農家で数日間学んだも
の。農大の佃亮司さんと西野大夢さんは「農大で学ぶのとはま

た違った驚きや
発見があった」
と語り、「農業
は自分のペース
で仕事ができて、
結果は自分の努
力次第。やりが
いがある」と汗
をぬぐっていま
した。

た
発
と
は
で
結
力
い
を
し

就 農 の 準 備 段 階

青年就農給付金（準備型）
農業技術の研修期間中に給付金を給付

技術・経営
ノウハウの
習得

就 農 の 開 始 段 階

青年就農給付金
（経営開始型）

独立して農業を始めたい

農業を始めて間もない時期に
給付金を給付

所得の
確保

経営体育成支援事業
機械・施設整備への補助

青年等就農資金
機械・施設整備への
無利子融資

機械・施設
の取得など

農の雇用事業
（法人向け支援）

農業法人で働きたい

農業法人などが実施する
OJT研修※を支援

※OJT研修とは、実際の仕事
の現場で、その業務に必要な
知識や技術を習得させる研修
のこと。農業法人や農家の下
で実践的な農業の技術や経営
ノウハウを習得できます。

イチゴ栽培の指導を受ける
インターン

技術の習得
雇用の促進

イチゴ栽培の指導を受ける
インターン

の促進
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農
業
に
つ
い
て
基
礎
知
識
を
習

得
し
た
ら
、
次
は
実
際
に
体
験
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
◎
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

事
業

　

市
内
の
農
家
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

（
研
修
生
）
と
し
て
農
業
を
体
験

で
き
ま
す
。

▼
資
格
要
件　

就
農
を
希
望
す
る

農
業
教
育
機
関
の
学
生
な
ど
▼
研

修
経
費　

不
要
▼
問
合
せ　

市
農

林
振
興
課（
市
役
所
内
線
3
2
2
）

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ッ
プ
2
で
ご

紹
介
し
た
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ

ー
や
兵
庫
県
立
農
業
大
学
校
で
も
、

就
農
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
た

総
合
的
な
研
修
や
、
将
来
本
格
的

に
農
業
経
営
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
を
対
象
と
す
る
体
験
型
の

実
践
研
修
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

農
業
を
始
め
た
い
と
考
え
る
多

く
の
方
に
と
っ
て
「
資
金
の
確

保
」
と
「
農
地
の
確
保
」
は
大
き

な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
就
農
者

が
増
え
る
こ
と
で
、
農
家
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
解

消
に
つ
な
が
り
、
定
住
人
口
の
増

加
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
国

な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　

　　
資
金
の
確
保

　
◎
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　

県
農
業
大
学
校
な
ど
の
農
業
経

営
者
育
成
教
育
機
関
、
先
進
農

家
・
先
進
農
業
法
人
で
、
就
農
に

向
け
て
必
要
な
技
術
な
ど
を
習
得

す
る
研
修
を
受
け
る
場
合
に
、
原

則
と
し
て
45
歳
未
満
で
就
農
す
る

方
に
対
し
て
、
最
長
2
年
間
、
年

間
1
5
0
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

◎
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）

　

経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後
の

所
得
の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
45
歳
未
満
で
独
立
・

自
営
就
農
す
る
方
に
対
し
、
最
長

5
年
間
、
年
間
最
大
1
5
0
万
円

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　　
農
地
の
確
保

　　

農
地
を
取
得
し
た
り
、
借
用
し

た
り
す
る
際
に
は
農
地
法
な
ど
に

基
づ
く
許
認
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
農
地
の
あ
っ
せ
ん
・
紹
介
は

市
の
農
業
委
員
会
が
行
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
、
地

域
内
に
分
散
し
た
農
地
を
整
理
し
、

農
地
の
有
効
利
用
や
経
営
効
率
化

を
進
め
る
新
た
な
担
い
手
（
法
人

や
大
規
模
家
族
経
営
、
集
落
営
農

等
）
や
新
規
参
入
者
が
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
形
で
農
地
を
利
用
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
貸
し
付
け
る
た

め
の
組
織
で
す
。

▼
問
合
せ　

加
東
農
地
管
理
事
務

所
（
北
播
磨
県
民
局
加
東
農
林
振

興
事
務
所
内
）
☎
42‐9
4
2
1

　

　本格的に農業を始めるためには、技術の習得、
土地や住宅、資金の確保など事前の準備が必要で
す。また、今は働き方も多様化しており、組織に
属して農業をする方法もあります。
　ここでは、農業を始めるための準備を５つのス
テップに分けてご案内します。

Let's take up farming☆

　

農
業
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、

田
畑
で
土
を
耕
し
て
作
物
を
育
て

る
も
の
か
ら
、
ハ
ウ
ス
や
温
室
な

ど
を
利
用
し
て
作
物
を
育
て
る
も

の
、
ま
た
、
家
畜
を
育
て
る
畜
産

な
ど
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
ず
、
自
分
の
目
指
す
農
業
は

何
な
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

・
い
つ
か
ら
農
業
を
始
め
る
か

・
就
農
形
態
は
（
自
分
で
農
業
経

　

営
／
農
業
法
人
等
※
に
就
職
）

・
取
り
扱
う
作
目
（
水
稲
、
野
菜
、

　

果
樹
、
花
き
、
畜
産
な
ど
）

・
就
農
す
る
地
区

・
自
己
資
金
等
の
事
業
資
金

・
家
族
の
協
力
の
有
無

※
農
業
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
ス

　

テ
ッ
プ
5
を
参
照
。

　

こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
農
業
を
や

っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
あ
れ
ば
、

家
業
を
手
伝
っ
た
程
度
…
と
い
う

方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
西

脇
市
周
辺
の
施
設
で
、
農
業
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー

　　

兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

誰
も
が
気
軽
に
農
業
に
つ
い
て
学

び
、
体
験
で
き
る
県
立
施
設
で
す
。

農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
「
楽
農
学

校
」
と
、
栽
培
・
農
産
物
加
工
・

食
な
ど
を
体
験
し
、
交
流
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
楽
農
交
流
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
規
就
農
駅
前
講
座

　

農
業
の
初
歩
的
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
夜
間
・
休
日
講
座
で

す
。

▼
開
催
日
時　

10
〜
11
月
の
土
曜

日
午
後
（
全
5
回
）
▼
開
催
場
所

明
石
市
立
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
▼

参
加
費　

5
，0
0
0
円
▼
募
集

人
数　

35
名
程
度
▼
募
集
期
間　

平
成
27
年
10
月
20
日
ま
で
（
定
員

に
な
り
次
第
終
了
）
▼
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
兵
庫
み
ど
り
公
社

兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
0
7
8‐9
6
5‐2
0
4
7

　
兵
庫
県
立
農
業
大
学
校

　　

兵
庫
県
立
農
業
大
学
校
は
、
農

業
経
営
者
や
地
域
の
農
業
発
展
の

た
め
に
指
導
的
役
割
を
担
う
人
材

を
養
成
す
る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

農
産
園
芸
課
程
お
よ
び
畜
産
課

程
か
ら
な
る
養
成
部
門
と
、
農
業

の
担
い
手
等
に
農
業
技
術
、
経
営

管
理
能
力
、
組
織
化
な
ど
に
関
す

る
研
修
を
実
施
す
る
研
修
部
門
が

あ
り
、「
農
」
に
関
す
る
高
度
な

知
識
や
技
術
力
、
先
進
的
な
農
業

経
営
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
平
成
28
年
度
学
生
募
集

▼
募
集
人
数　

40
名
▼
教
育
期
間 

2
ヵ
年
▼
出
願
期
間　

【
推
薦
入

試
】
10
月
6
日
〜
21
日
【
一
般
入

試
】
前
期
：
11
月
19
日
〜
12
月
2

日
必
着
、
後
期
：
平
成
28
年
2
月

16
日
〜
26
日
必
着
▼
受
験
資
格　

平
成
28
年
4
月
１
日
現
在
で
25
歳

未
満
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方　

㋐
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま

た
は
平
成
28
年
3
月
卒
業
見
込
の

方　

㋑
知
事
が
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
方
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
た
方
▼
問
合
せ　

教
務

課
☎
0
7
9
0‐4
7‐1
5
5
1

ステップ別！

農業の始め方
や
り
た
い
農
業
を

イ
メ
ー
ジ
し
よ
う

STEP
1

農
業
を
学
ぼ
う

STEP
2

就
農
準
備
を
し
よ
う

STEP
4

実
際
に
体
験
し
よ
う

STEP
3

特集　さあ、農業を始めよう。
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本
校
で
は
1
学
年
40
人
を
定

員
と
し
て
、
2
年
間
の
全
寮
制

で
栽
培
・
飼
育
技
術
を
教
え
て

い
ま
す
。

　

近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
で
、
農
業
に
関
心
を
寄

せ
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

入
学
志
願
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
中
で
も
普
通
高
校
の
出
身

者
や
女
性
の
占
め
る
割
合
が
増

え
て
い
ま
す
。
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
は
、
学
生
の
半
分
以

上
が
農
家
以
外
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
法
人
な
ど
へ

の
就
職
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
が
変
わ
り
、
昔
よ
り

選
択
肢
が
増
え
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
は

命
を
支
え
る
大
切
な
仕
事
で
す
。

そ
の
農
業
で
食
べ
て
い
く
た
め

に
、
学
生
た
ち
に
は
い
つ
も

「
売
り
先
を
意
識
す
る
」こ
と
を

説
い
て
い
ま
す
。
農
協
、
市
場
、

農
産
物
直
売
所
な
ど
…
。
変
化

す
る
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
、
求

め
ら
れ
る
作
物
を
最
適
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
届
け
る
な
ど
の
„
経

営
感
覚
“
が
必
要
で
す
。

　

卒
業
生
に
は
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
「
農
」
の
リ
ー
ダ
ー
を

目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

若
者
た
ち
が
産
地
の
魅
力
を

直
接
体
験
す
る
こ
と
で
„
西
脇

市
で
農
業
を
営
む
喜
び
“
を
感

じ
て
も
ら
い
、
将
来
的
な
就
農

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
今
年
度
か

ら
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支

援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
か
ら
8
月
10
日
ま

で
市
内
の
畜
産
農
家
な
ど
3
カ

所
で
計
6
名
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
若
者
た
ち
は
、

農
業
の
現
場
か
ら
多
く
の
刺
激

を
受
け
た
よ
う
で
す
。
彼
ら
を

快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

黒
田
庄
和
牛
や
日
本
の
へ
そ

ゴ
マ
、
山
田
錦
や
丹
波
黒
大
豆

な
ど
、
西
脇
市
に
は
市
内
外
に

誇
れ
る
特
産
品
や
ブ
ラ
ン
ド
農

産
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
新

た
な
特
産
品
の
開
発
な
ど
、
さ

ら
な
る
農
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
で
、「
農
」の
面
か
ら
活
力
と

に
ぎ
わ
い
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
安
全
で

新
鮮
な
農
産
物
を
西
脇
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定

し
た
り
、
有
機
の
里
づ
く
り
の

仕
組
み
を
活
用
し
て
地
産
地
消

を
推
進
し
た
り
と
、
食
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
有
機
の
里
づ
く
り
」は
西
脇

市
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め

あ
ぐ
り
西
脇
）を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
で
す
。
地
元
の
稲
作
農

家
か
ら
集
め
た
良
質
な
稲
わ
ら

を
ウ
シ
に
与
え
、
畜
産
農
家
か

ら
排
出
さ
れ
た
牛
ふ
ん
を
質
の

良
い
完
熟
堆
肥
に
し
て
稲
作
農

家
の
田
畑
に
還
元
し
ま
す
。
そ

う
し
て
育
て
ら
れ
た
安
全
安
心

な
コ
メ
や
野
菜
は
、
北
は
り
ま

旬
菜
館
な
ど
の
直
売
所
や
量
販

店
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
私
た
ち

の
も
と
に
届
き
ま
す
。

　

農
業
を
始
め
る
に
は
、
主
に
次

の
3
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
①
家
業
を
継
ぐ

　　

新
規
就
農
者
の
大
半
が
こ
の
パ

タ
ー
ン
で
す
。
資
金
や
農
地
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
技
術
や
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
農
業
に
新
規
参
入
す
る

　　

独
立
や
転
職
に
よ
っ
て
新
規
参

入
す
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。
一
定
の

資
金
や
農
地
、
技
術
、
知
識
が
必

要
な
の
で
、
会
社
な
ど
が
農
業
法

人
を
設
立
し
て
参
入
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
③
農
業
法
人
な
ど
に
勤
め
る

　　

近
年
、
特
に
増
加
傾
向
に
あ
る

の
が
、
こ
の
「
雇
用
就
農
」
で
す
。

多
額
の
初
期
投
資
は
必
要
な
く
、

毎
月
決
ま
っ
た
給
与
を
も
ら
い
ま

す
。
働
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
将
来
的
に
独
立
で

き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　

　

農
業
法
人
は
、
家
族
だ
け
で
設

立
し
た
小
規
模
な
法
人
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
従
業
員
を
抱
え
る
大

規
模
な
法
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

大
規
模
な
農
業
法
人
で
は
、
作
物

を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
直
売
を

す
る
例
も
多
く
、
出
荷
・
配
送
か

ら
在
庫
・
顧
客
管
理
、
営
業
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
当

す
る
人
材
が
必
要
で
す
。

　

雇
用
就
農
者
の
8
割
以
上
が
農

業
未
経
験
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計

か
ら
、
雇
用
就
農
は
、
農
業
に
関

心
を
持
つ
多
く
の
若
者
な
ど
の
強

い
関
心
を
集
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
就
農
に
あ
た
っ
て
の
相
談
は

○
ひ
ょ
う
ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8‐3
9
1‐1
2
2
2

○
加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
0‐4
7‐1
4
4
8

　

東
野
豊
さ
ん
は
、
市
内
の
高

校
を
卒
業
後
、
会
社
員
生
活
を

経
て
今
春
就
農
し
た
21
歳
。
現

在
は
水
稲
と
黒
大
豆
を
1
2
0

ア
ー
ル
（
１
ア
ー
ル
は
1
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
）
ず
つ
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

―
ど
う
し
て
農
業
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
。

　

自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
い

る
と
「
生
き
物
の
命
っ
て
つ
な

が
っ
て
る
ん
だ
」
と
実
感
で
き

る
。
そ
の
感
覚
が
好
き
な
ん
で

す
。
そ
れ
に
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

家
業
の
農
業
を
手
伝
っ
て
い
た

の
で
、
抵
抗
感
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
農
業
は
体
力
的
に
大
変
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
。

　

水
稲
栽
培
は
機
械
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
で
す
。
夏
場
の
暑
さ
は
大
変

だ
け
ど
、
早
朝
や
夕
方
に
作
業

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

―
農
地
は
ど
う
や
っ
て
準
備
し

た
ん
で
す
か
。

　

す
べ
て
人
か
ら
借
り
ま
し
た
。

手
入
れ
さ
れ
た
日
当
り
の
良
い

田
ん
ぼ
を
預
か
る
こ
と
が
で
き

て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
就
農
を
目
指
す
人

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

　

こ
だ
わ
り
野
菜
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
中
、「
有
機

の
里
づ
く
り
」
を
進
め
る
西
脇

市
な
ら
循
環
型
農
業
が
や
り
や

す
い
。
若
者
向
け
の
支
援
策
も

多
い
の
で
、
若
い
う
ち
に
農
業

に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

農
業
を
始
め
よ
う

STEP
5

特集　さあ、農業を始めよう。

今春から農家として
独立経営

東野　豊さん

法人社員として酒米
から日本酒造りに挑

戦

八木健伍さん、杉浦
友亮さん、

　　　　　　　　　
　　秋田祐輔さん

兵庫県立農業大学校
松元一師　校長

 

農
業
の
明
日
を
支
え
る
た
め
に

 　
西
脇
市
で
は
、
新
規
に
就
農

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
支
援

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
特
産
化
を

目
指
し
て
整
備
し
た
ハ
ウ
ス
を

使
っ
て
、
研
修
生
に
栽
培
や
経

営
の
や
り
方
を
学
ん
で
も
ら
う

と
い
う
も
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は

イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
市
内
に
定

住
し
て
も
ら
え
れ
ば
…
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

農
業
は
、
み
ん
な
の
「
食
」

を
守
る
大
切
な
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。
あ
な
た
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。西脇市産業活力再生部

仲田仁久　部長

　３人は、酒造会社が市内に設立した農業生産
法人「アグリ九平治」で働いています。同社は、
黒田庄町田高や門柳などで酒米を作っています。
　酒造りの職人として世界的に評価の高い銘酒
「醸し人九平次」などに携わる３人ですが、米
作りは素人。農家の皆さんや農協に指導を仰ぎ
ながら、どんどん吸収しています。「法人社員
として、さまざまな経験ができるのが楽しい。
自分たちが手掛けたお米で、最高のお酒を造り
たい」と意欲を見せています。



経
営
革
新
に
挑
戦
す
る
事
業
者
を
支
援

も
の
づ
く
り
・
あ
き
な
い
経
営
革
新
支
援
事
業

新製品・新サービ
ス等の開発・導入

対象事業
開発材料費
設備導入費
設計委託料
　　　　　　など

対象経費

1/2～2/3

補　助　率

300万円

上　限　額

審査会

新設備・新生産方
法の導入

設備導入費
技術指導料
　　　　　　など

通常分10％ 100万円 書　類

特認分15％ 300万円 審査会

販路開拓・拡大
（展示会等の出展）

出展小間料
展示ブース製作費
　　　　　　など

1/2 国内30万円
海外50万円 書　類

事業者からの提案
事業

事業の実施に必要
と認める経費 1/2～2/3 300万円 審査会

支援アドバイザー
の派遣

※補助率等の加算措置もあります。詳しくは、商工観光課にお問い合わせください。
　また、市のホームページにも詳しい内容を掲載しておりますのでご覧ください。
※審査会では、委員による提出書類と面談の審査を行います。

事業に関する相談
アドバイザーの派
遣経費

全額
(無料派遣) － 書　類

審査方法

社
会
保
障・税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
経
営
革
新
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
新
た
に
「
も
の
づ
く
り
・

あ
き
な
い
経
営
革
新
支
援
事
業
」

を
創
設
し
、
5
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
を
設
け
、
事
業
に
必
要
な
経
費

■対象事業・補助金額等

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

―

日
本
の
へ
そ
西
脇
地
域
食
材
で
お
も
て
な
し
条
例（
案
）―

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
は

　

市
が
計
画
な
ど
の
基
本
的
な
政

策
を
決
定
す
る
際
に
、
そ
の
案
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
最
終
的
な

意
思
決
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
条
例
の
制
定
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

日
本
の
へ
そ
西
脇
地
域
食
材
で
お

も
て
な
し
条
例
（
案
）

　

西
脇
市
で
は
「
日
本
の
へ
そ
」

へ
の
誇
り
と
愛
す
る
心
を
持
ち
、

地
域
食
材
の
活
用
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、

「
日
本
の
へ
そ
西
脇
地
域
食
材
で

お
も
て
な
し
条
例（
案
）」
を
策
定

し
ま
す
。
こ
の
条
例
案
は
、
市
の

責
務
並
び
に
生
産
者
お
よ
び
市
民

の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る

も
の
で
す
。

■
意
見
募
集
期
間

　

9
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
）

■
閲
覧
場
所

　

農
林
振
興
課
ま
た
は
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
の
提
出
方
法

　

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
農
林
振
興
課

へ
。
住
所
・
氏
名
（
ま
た
は
団
体

名
）・
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
。

様
式
自
由
で
す
。

■
意
見
の
提
出
先

　

〒
6
7
7‐8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5
番
地

　

農
林
振
興
課
あ
て

　

☎
0
7
9
5‐2
2‐3
1
1
1

　
　

0
7
9
5‐2
2‐6
9
8
7

　
　

／nourin@
city.

　
　
　
　
　
　

nishiw
aki.lg.jp

■
そ
の
他

・
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
提
出
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
意
見
の
反
映
結
果
な
ど
市
の
考

え
方
は
、
提
出
意
見
と
と
も
に
、

後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

ま
す
。

■
問
合
せ　

農
林
振
興
課
（
市
役

　

所
内
線
3
2
3
）

通知カードのイメージ

通知カード

個人番号　〇〇〇〇･･････〇〇〇〇　

氏　　名　番号　花子　　　　　　　

住　　所　△県〇市□町１－１－１　

平成○年□月△日生　　性別　女　　

発行　平成○〇年〇月〇日　〇〇市長

個人番号カードのイメージ
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の
助
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
9

月
1
日（
火
）か
ら
9
月
18
日（
金
）

ま
で
第
2
回
募
集
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
置
く
中
小
企

業
者
・
個
人
（
新
た
に
事
業
を
開

始
す
る
場
合
を
含
み
ま
す
）。
た

だ
し
、
市
税
等
の
滞
納
者
、
反
社

会
的
勢
力
関
係
者
は
除
き
ま
す
。

■
事
業
期
間

　

交
付
決
定
の
日
（
事
業
採
択
後

随
時
決
定
予
定
）
〜
平
成
28
年
3

月
31
日
ま
で

※

期
間
外
に
支
出
し
た
経
費
は
補

助
金
の
対
象
外
で
す
。
な
お
、

書
類
審
査
で
決
定
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
9
月
中
か
ら
の
実
施

も
で
き
ま
す
（
要
相
談
）。

■
申
請
方
法

　

事
業
を
開
始
す
る
前
に
、
市
へ

の
事
業
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
は
商
工
観
光

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

〇
国
・
県
等
か
ら
他
の
補
助
金
を 

　

受
け
て
い
る
事
業
は
対
象
外

〇
事
業
の
経
費
が
市
の
予
算
額
に

　
達
し
た
時
点
で
募
集
を
締
め
切
り

■
申
請
・
問
合
せ　

商
工
観
光
課

（
市
役
所
内
線 

2
6
8
）

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
12
桁
の
個

人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
お

知
ら
せ
す
る
紙
製
の
カ
ー
ド
で
、

住
民
票
の
住
所
に
送
付
し
ま
す
。

届
い
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
紛
失
し

な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
引
越
し
な
ど
で

住
所
が
変
わ
る
と
き
は
カ
ー
ド
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
の

記
載
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

※

お
住
ま
い
と
住
民
票
の
住
所
が

　

異
な
る
方
は
、
住
所
変
更
の
手

　

続
を
お
願
い
し
ま
す
。　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

た
め
に
は
、
平
成
27
年
10
月
以
降

に
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
郵
送
す

る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
」
を
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
以
降
に
無
料
で
取

得
で
き
ま
す
。
受
け
取
り
の
際
に

は
、
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の

み
）
を
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
顔
写

真
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
・
個
人
番
号
・
有
効
期
限
等

が
記
載
さ
れ
、
本
人
確
認
書
類
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ

等
の
電
子
申
請
等
が
行
え
る
電
子

証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に

は
、
再
交
付
手
数
料
が
必
要
と
な

る
予
定
で
す
。
即
日
交
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

戸
籍
住
民
課
（
市
役

　

所
内
線
3
6
7
）

＜インターネットで回答できます＞
　今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には
紙の調査票を配布して調査を行います。
　９月10日から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りします。仕事で帰宅する時間が遅く
なったり、日中不在がちの世帯であっても、期間中はいつでもお好きな時間に回答できます。
　また、不正なアクセスなどの監視を24時間行っていますので、回答データは厳重に守られます。
＜調査員は？＞
　調査員は各町の区長・自治会長の推薦で選出され、総務大臣が任命した非常勤の国家公務員です。調査実
施中は「国勢調査員証」を携帯しています。

国勢調査は、平成 27年 10月１日現在日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

総務省・兵庫県・西脇市

国勢調査については、「国勢調査 2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査 2015

調査への回答をよろしくお願いします。
■設置期間／平成 27年 8月 24日から 10月 31日まで
■受付時間／午前 8時～午後 9時 (土・日・祝日にもご利用になれます )
※おかけ間違いのないようにご注意ください。※ナビダイヤルの通話料金は、一般
の固定電話の場合、全国一律で市内通話料金でご利用いただけます。携帯電話・
PHSの場合は、それぞれ所定の通話料金となります。※IP電話用電話番号の通話料
金は、所定の通話料金となります。

〈国勢調査コールセンター〉

0570-07-2015
※IP電話の場合：03-4330-2015

スマート国勢調査
平成 27年国勢調査を実施します

検索



西脇多可休日急患センター
◆ところ　西脇市下戸田652-1
　　　　　西脇病院救急外来室
◆診察日　日曜日（年末年始を除く）
　　　　　午前9時～午後5時
◆問合せ　☎23－5380
○病状やけがの様子など電話であらかじめご連
　絡ください。電話が混み合いつながらない場
　合は、しばらくしてからおかけ直しください。
○必ず健康保険証を持参ください。

※西脇市多可郡医師会の医師が交代で、入院を必
　要としない内科系の軽症患者の診察を行います。

9月の出務予定医師
9月　6日（日）
9月13日（日）
9月20日（日）
9月27日（日）

山本　壽幸　先生
生野　哲雄先生
河原　　淳　先生
和田　良勝　先生

　

乳
が
ん
罹
患
の
リ
ス
ク
は
、
早
期
初
潮
、
晩
期
閉
経
、
出
産
経

験
が
な
い
、
乳
が
ん
の
家
族
歴
な
ど
で
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
加
え
て
生
活
習
慣
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
代
表
的
な
の
は
、
肥
満
で
す
。
肥
満
は
、

乳
が
ん
に
罹
る
リ
ス
ク
を
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
乳
が
ん
に
罹

っ
て
か
ら
の
予
後
に
も
関
わ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
米

国
対
が
ん
協
会
の
乳
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
（
体
験
者
）
へ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
2
0
1
5
年
改
訂
）
で
も
、
乳
が
ん
に
罹
っ
た
人
に
一

番
大
事
な
こ
と
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
と
適
度
な
運
動
で

適
正
体
重
を
維
持
す
る
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
い
ざ
実
行
し
よ
う
と
す
る
と
大
変
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
乳
房
も
含
め
た
身
体
に
目
を
向
け
、
健
康
な
暮
ら
し

の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
考
え
、「
歩
こ
う
会
」（
は
な
み
ず
き
の

会
主
催
、
西
脇
市
多
可
郡
医
師
会
・
西
脇
市
・
多
可
町
後
援
）
を

10
月
25
日
に
、
重
春
小
学
校
で
、「
身
体
を
動
か
し
て
心
身
と
も

に
元
気
に
な
ろ
う
。
乳
が
ん
検
診
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
！
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て

「
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て
」
の
作
文

を
広
く
公
募
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
募
集
期
間

は
9
月
１
日
〜
9
月
30
日
、
字
数
は
4
0
0
字
以
内
で
す
。
ご
自

分
な
り
の
工
夫
や
失
敗
体
験
等
、
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
西
脇
病
院
乳
腺
外
科
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の
広

報
な
ど
で
順
次
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

乳
腺
外
科　

三
輪
ま
で
（
月
〜
木

曜
日
の
午
後
１
時
〜
4
時
）。

健
康
バ
ン
ザ
イ
117

西
脇
病
院
の
医
師
が
健
康
や
病

気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

楽しいひととき西脇病院フェスタ

◆問合せ　西脇小児医療を守る会
　　　　　☎090－8538－1337　石井
　　　　　http://www.kodomonomirai.com
　　　　　info@kodomonomirai.com

　
▼
看
護
局
か
ら
▲

　　
毎
年
こ
の
時
期
に
発
生
す
る
台

風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
、
さ
ら
に
、

各
地
で
頻
発
し
て
い
る
地
震
の
影

響
で
被
害
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
に
、
職
員
一

同
、
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
当
院

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。　

　

さ
て
、
こ
の
4
月
に
当
院
を
選

び
就
職
し
た
新
人
が
6
ヵ
月
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
22
名

の
新
人
と
受
け
入
れ
た
職
場
の
近

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
入
職
時

研
修
で
は
他
職
種
と
共
に
学
び
、

各
部
署
に
配
属
後
は
日
々
の
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
、
職
場
で
の
人
間

関
係
等
、
精
一
杯
に
奮
闘
し
１
ヵ

月
研
修
・
3
ヵ
月
研
修
を
経
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
職
場

の
仲
間
は
「
愛
」「
優
」
い
っ
ぱ

い
の
「
こ
こ
ろ
」
を
大
切
に
し
、

頑
張
る
彼
ら
を
支
え
育
て
て
き
ま

し
た
。
看
護
局
で
は
、
看
護
師
と

し
て
日
々
の
看
護
実
践
に
誇
り
と

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
環

境
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
と
一
緒
に
、
生
き
生
き
と
明

る
く
元
気
な
病
院
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域

の
人
々
の
健
康
と
安
全
安
心
な
生

活
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▲

　　
藤
原
正
太
さ
ん
に
よ
る
作
品
展

示
で
す
。

▼
と
き　

9
月
1
日（
火
）〜
30
日

（
水
）

▼
と
こ
ろ　

西
脇
病
院
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課

　
（
病
院
内
線
3
6
3
）

　
▼
糖
尿
病
教
室
の
お
知
ら
せ
▲

 「
足
を
守
っ
て
快
適
な
生
活
を
」

〜
糖
尿
病
性
壊
疽
を
防
ぐ
た
め
に

　

裸
足
に
な
り
や
す
い
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
25
日（
金
）
午
後

　

2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳

▼
問
合
せ　

内
科
（
病
院
内
線
5

 

3
5
）

西
脇
病
院

西
脇
病
院

西
脇
病
院

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す

（
☎
22‐0
1
1
1
）　http://nshp.jp/
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乳
が
ん
と
肥
満

乳
腺
外
科
部
長

　
　
　
　
　

三
輪　

教
子

西脇小児医療を守る会コラム　86

　７月25日、第７回西脇病院フェスタに今年も
参加しました。西脇病院小児科の許先生・佐伯先
生・研修医の松井先生、そして地域の小児科の藤

田先生と村上先
生もご多忙の中、
勢ぞろいしてく
ださり、熱中症
のクイズや旗上
げゲームで会場
の皆さんと共に
楽しいひととき
を過ごせました。

先生方は『一年に一度ですが、このように地域の
皆さんと交流できるこのイベントを楽しみにして
います。』とおっしゃってくださいました。私た
ちも、普段は診察時しかお会いできない先生方と
過ごせるこの時間が毎年楽しみです。
　また、こんな優しい素敵な先生方が西脇にいて
くださることに感謝の思いでいっぱいです。来年
も楽しいイベントができるよう私たちも頑張りま
す。ご協力ありがとうございました。

　
▼
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』▲

 　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
参
加
費
は
無
料
）。

▼
と
き　

9
月
28
日（
月
）

　

午
後
3
時
〜　

１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
講
師　

副
院
長　

木
村
充
（
脳

　

神
経
外
科
）

▼
演
題　

恐
ろ
し
い
頭
痛
、
厄
介

　

な
頭
痛
、
薬
漬
け
の
頭
痛
、
珍

　

し
い
頭
痛

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課
（
病
院

　

内
線
3
6
6
）

　
▼「
は
な
み
ず
き
の
会
」▲

 　
乳
が
ん
に
つ
い
て
話
し
、
と
も

に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。
こ
の

会
は
ど
こ
の
医
療
機
関
で
治
療
を

受
け
て
い
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
26
日（
土
）
午
後

　

2
時
〜
4
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
対
象　

乳
が
ん
経
験
者
と
そ
の

　

家
族

▼
内
容　

交
流
会

▼
費
用　

会
員
は
無
料

　
　
　
　

非
会
員
は
5
0
0
円

▼
問
合
せ　

西
脇
病
院
乳
腺
外
科

　

三
輪
（
月
〜
木
曜
日
午
後
１
時

　

〜
4
時
／
22‐0
1
1
1
）

　
▼
間
違
い
電
話
に
ご
注
意
を
▲

 　
西
脇
病
院
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

の
際
に
は
、
電
話
番
号
を
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☎
0
7
9
5
‐
22
‐
0
1
1
1

　
▼
寄
附
封
筒
等
の
募
集
▲

 　
西
脇
病
院
で
は
、
通
信
用
に
利

用
す
る
封
筒
や
受
診
案
内
フ
ァ
イ

ル
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
寄
附
者
を
募
集
し
ま
す
。
宣
伝

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

9
月
1
日（
火
）〜
30
日（
水
）

▼
今
回
募
集
す
る
物

○
病
院
用
封
筒
（
角
2
号
）

　

用
途
＝
文
書
の
郵
送
な
ど

　

広
告
掲
載
枠
＝
4
社
ま
で

　

枚
数
＝
1
0
，0
0
0
枚

　

期
間
＝
約
１
年
間

○
病
院
用
封
筒
（
長
形
3
号
）

　

用
途
＝
文
書
の
郵
送
な
ど

　

広
告
掲
載
枠
＝
5
社
ま
で

　

枚
数
＝
5
0
，0
0
0
枚

　

期
間
＝
約
１
年
間

　

な
お
、
角
2
号
、
長
形
3
号
封

筒
の
募
集
要
項
を
病
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
9
月
上
旬
）
に
掲
載
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
今
後
募
集
を
予
定
し
て
い
る
物

○
受
診
案
内
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
4
）

　

用
途
＝
受
診
案
内
票
入
れ

　

広
告
掲
載
枠
＝
2
社
ま
で

　

枚
数
＝
未
定

　

期
間
＝
約
2
年
間

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課
（
病
院 

　

内
線
3
6
3
）

▲小児科の先生方

研修の様子

西脇病院用封筒
（角２号サイズ）

西脇病院用封筒
（長形３号サイズ）

受診案内ファイル（Ａ４サイズ）



好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

〜

〜 85

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
通
じ
て
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター

No.120
光回線サービスの乗り換えは慎重に！

今、この時を輝いて生きる
̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

☎22-3111（防災安全課内）

安
全
安
心
な
野
菜
づ
く
り
を
応
援

20

西
脇
市
長　

片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

片
山
象
三

12広報にしわき　平成27年9月号広報にしわき　平成27年9月号13

　

西
脇
市
で
は
、
西
脇
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
を
栽
培
す
る
生
産

者
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
」
と
共
に

自
然
に
や
さ
し
い
農
業
、
有
機
の

里
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
7
月
、
10
名
の
生
産
者
が

新
し
く
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定

さ
れ
、
認
定
者
数
は
69
人
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
登
録
品
目
数

は
延
べ
9
5
7
品
目
、
作
付
面
積

は
約
13 

ha
と
、
需
要
の
高
ま
り
に

合
わ
せ
市
内
各
地
で
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
西
脇
市
で
は
、
土
づ

く
り
を
中
心
と
し
た
自
然
に
や
さ

し
い
農
業
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

一
部
の
圃
場
で
は
土
壌
分
析
を
行

い
「
土
の
状
態
の
見
え
る
化
」
を

図
り
効
率
的
な
生
産
に
結
び
つ
く

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

悩
み
の
解
決
の
場
と
な
る
よ
う
に

生
産
者
同
士
の
情
報
や
意
見
交
換
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、

年
に
１
回
、
栽
培
講
習
会
や
土
づ

く
り
講
演
会
な
ど
研
修
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は

認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
西
脇
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
の
野
菜
を

栽
培
す
る
西
脇
市
内
の
畑
や
田
等

に
緑
色
の
「
の
ぼ
り
」
を
立
て
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

お
近
く
の
田
畑
で
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
、

ま
た
は
有
機
の
里
づ
く
り
・
土
づ

く
り
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
農
林
振
興
課
（
市
役
所

内
線
5
4
4
）、
北
は
り
ま
旬
菜

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【事例】電話で「現在利用中の光回線が安く
なるプランがある。手続きは不要で工事も必
要ない」と勧誘され、契約者氏名・住所・電
話番号等を聞かれた。後日、契約確認書類が
届いたら別事業者になっていた。
　平成27年２月から、東西のNTTが光サー
ビスの卸売りを始めたことで、多くの事業者
がプロバイダ等の自社サービスと組み合わせ
て光サービスを提供できるようになりました。
　『転用』という簡単な手続きで、工事する
ことなく光サービスの乗り換えが可能です。
しかし、他社の光サービスに乗り換えること
で、NTTとの契約が切れるため、今のプロ
バイダから契約解除料を請求されることや、
メールアドレスの変更や変更前のオプション
サービスが利用できなくなることもあります。
また、乗り換え後にNTTに戻したり、他社
の光サービスに乗り換えるときは、工事や契
約解除料金が発生したり、固定電話の番号を
引き継げなかったりするので注意が必要です。
通信契約にはクーリングオフ制度はありませ
ん。契約内容を十分理解したうえで契約を結
びましょう。

　市では、昨年度に引き続き「にしわき学力向上
事業」に取り組んでいます。これまでの学力向上
に向けた取り組みの成果をもとに、「知・徳・体」
のバランスがとれた教育をさらに充実させ、さま
ざまな分野で広く活躍できる人づくりを図るため
に、さらに取り組みを進めていきます。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
図

る
た
め
、
そ
の
中
心
的
課
題
と
な

る
「
授
業
力
」
を
伸
ば
す
た
め
に

何
が
大
切
で
あ
る
か
を
考
え
よ
う

と
、
6
月
に
「
学
力
向
上
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

元
北
九
州
市
公
立
小
学
校
教
諭

の
菊
池
省
三
氏
（
菊
池
道
場
主
宰

者
）
か
ら
、
市
内
小
中
学
校
教
職

員
を
対
象
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

①
信
頼
し
安
心
で
き
る
学
級
づ
く

　

り

　

積
極
的
に
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
い
ろ
い
ろ

な
話
が
で
き
る
関
係
が
築
け
て
い

る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

②
１
年
間
を
見
通
し
た
学
級
づ
く

　

り

　

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
よ
く
理

解
し
、
安
心
し
て
自
分
の
考
え
や

思
い
を
出
せ
る
（
自
己
開
示
）
場

を
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
る
か
を

考
え
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

③
教
師
と
子
ど
も
と
の
温
か
い
関

　

係
性
は
学
力
に
結
び
つ
く

　

子
ど
も
た
ち
は
先
生
に
本
音
を

出
せ
な
か
っ
た
り
、
反
抗
的
な
言

葉
を
発
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
関
係
性
が
と
て
も
大
切

で
、「
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し

た
言
葉
」
を
増
や
し
、
温
か
い
関

係
性
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

④
内
面
の
成
長
を
認
め
合
え
る
こ 

　

と
が
本
物
の
学
力
に
な
る

　

知
識
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
気

持
ち
に
な
っ
て
常
に
考
え
る
「
相

手
軸
」
の
思
考
や
内
面
の
成
長
を

認
め
る
合
え
る
こ
と
が
、
自
信
を

持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
の
生
き

る
力
（
学
力
）
に
な
り
ま
す
。

⑤
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
効
果
を
信
じ
ま

　

し
ょ
う

　
「
期
待
を
か
け
た
子
ど
も
は
成

績
等
が
伸
び
る
」
と
い
う
ピ
グ
マ

リ
オ
ン
効
果
を
信
じ
、
教
師
一
人

ひ
と
り
が
強
い
意
思
を
持
ち
、
子

ど
も
た
ち
が
成
長
で
き
る
よ
う
関

わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

来
年
１
月
に
は
、
第
2
回
学
力

向
上
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
再

度
、
菊
池
省
三
氏
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
保
護
者
対
象
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
確
か
な

学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体

づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
市
役
所
内
線
5
2
7
）

学
力
向
上
を
図
る
た
め
ー
学
力
向
上
講
演
会
を
開
催

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
市
制
10

周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
、
子
ど

も
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
た
く

さ
ん
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

5
月
の
「
名
球
会
野
球
教
室
」

に
続
い
て
、
8
月
に
は
「
茂
木
健

一
郎
・
教
育
講
演
会
」、「
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
に
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
に
一
流
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
文
化
人
に
触
れ
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、
そ
の
経

験
が
将
来
の
夢
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

12
月
26
日
「
米
村
で
ん
じ
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」、
１
月
31

日
「
劇
団
四
季
・
人
間
に
な
り
た

が
っ
た
猫
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
本
物
」
に
触
れ
る
機
会
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
来
月
10
月
１
日
に
は
市

制
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

す
。
西
脇
市
の
発
展
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
方
々
を
た
た
え
、
今
度

は
私
た
ち
が
「
未
来
に
対
す
る
責

任
」
を
誓
う
場
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
こ
こ
で
生
き
る
こ
と
に
誇
り

を
持
て
る
ま
ち
を
目
指
し
て
！

茂木健一郎さんの教育講演会

脳
を
活
性
化
す
る

ド
ー
パ
ミ
ン
を
出

そ
う

ヴィッセル神戸のスクールコーチの
指導を受ける子どもたち

「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
「
で
き
る
こ
と
」

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
室
コ
ラ
ム

79

　

9
月
に
入
り
、
ま
だ
ま
だ
残
暑

が
続
き
ま
す
。
先
月
に
は
立
秋
、

季
節
と
し
て
は
秋
に
入
り
、
も
う

す
ぐ
秋
分
に
な
り
ま
す
。
秋
分
は
、

天
文
学
上
は
「
昼
と
夜
の
長
さ
が

同
じ
に
な
る
日
」
を
い
い
ま
す
が
、

法
律
で
は
「
祖
先
を
う
や
ま
い
、

な
く
な
っ
た
人
々
を
し
の
ぶ
」
祝

日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

日
本
で
は
、
お
墓
参
り
な
ど
で

先
祖
を
お
も
い
供
養
す
る
と
い
っ

た
習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、
世
界
で

も
同
様
の
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
今

は
存
在
し
な
い
先
祖
や
、
会
っ
た

こ
と
の
な
い
先
祖
を
弔
う
と
い
う

行
為
を
な
ぜ
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
宗
教
的
習
慣
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
自
分
自
身
や
家
族
が
今
存

在
し
、
幸
せ
で
あ
る
の
が
先
祖
の

お
か
げ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

「
誰
か
の
お
か
げ
」
で
自
分
や
周

り
の
人
た
ち
が
幸
せ
で
あ
り
、
感

謝
の
気
持
ち
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
、
人
権
を
考
え
る
上
で
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
で
、
人
に
対
し
て
自
分

か
ら
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
」
と
考
え
、
行
動
に
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

毎
年
8
月
に
市
内
各
地
域
で

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運

動
」
推
進
強
調
月
間
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
講
演
の
前
に
は
、

小
中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
朗

読
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権

に
対
す
る
思
い
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
テ
ー

マ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
る

「
共
通
の
思
い
」
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

家
族
や
友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

で
す
。
自
分
自
身
の
普
段
の
生
活

の
中
で
悩
み
や
困
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
き
に
ど
れ
だ
け
周
り
の
人

た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
か
、

ど
れ
だ
け
家
族
や
友
人
の
存
在
が

大
き
い
か
、
感
謝
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

い
じ
め
や
虐
待
、
貧
困
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、
自
分
ひ
と
り
で
は
解
決
で
き

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
周
り
に
は
心
配
し
、

「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
き
っ
と
い

ま
す
。
私
た
ち
も
そ
の
「
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
思
え
る

人
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
（
人
権
教
育
室
）



あそびの広場（9月）
　一緒に手遊びや読み聞かせなどを
楽しみましょう。誰でも参加できま
す（10時～正午）。

○あいあいランド　☎22-4150
　  4日（金）ベビーの広場
　12日（土）ふぁみりープログラム
　30日（水）おしゃべり広場
　（総合市民センター２階）
　
○へそっこランド　☎28－5702
　17日（木）ベビーの広場
　（黒田庄福祉センター３階）

○茜ケ丘集会所
　26日（土）ふぁみりープログラム

◆問合せ　子育て学習センター
　（☎28-5702／　28-5703）

　

も
う
す
ぐ
3
歳
に
な
る
息
子
と
、

１
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
娘
を
持

つ
母
で
す
。

　

娘
は
ま
だ
小
さ
い
の
で
特
に
手

が
か
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
息
子

は
と
て
も
好
奇
心
お
う
盛
で
、
す

ぐ
に
私
の
そ
ば
か
ら
離
れ
て
行
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
友
達
に
ち
ょ

っ
か
い
を
出
し
て
は
け
ん
か
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
…
。

遠
く
で
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞
こ

え
る
た
び
に
「
ま
た
う
ち
の
息
子

が
何
か
し
た
の
!?
」
と
、
い
つ
も

ハ
ラ
ハ
ラ
で
、
そ
れ
が
大
き
な
悩

み
の
種
の
一
つ
で
し
た
。

　

で
も
、
幸
い
な
こ
と
に
、
私
に

は
と
て
も
心
強
い
友
達
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
元
気
が
な
い
私
の
様

子
を
察
し
て
、
親
身
に
話
を
聞
い

て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
解
決
策
を

考
え
て
く
れ
た
り
…
。
ま
る
で
自

分
の
子
ど
も
の
こ
と
の
よ
う
に
、

と
こ
と
ん
話
に
付
き
合
っ
て
く
れ

ま
す
。
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
で

出
会
っ
た
友
達
も
、
昔
か
ら
の
友

達
も
、
み
ん
な
私
に
と
っ
て
大
切

な
人
た
ち
で
す
。

　

そ
し
て
、
彼
女
た
ち
の
お
か
げ

で
、
子
ど
も
だ
っ
て
私
と
同
じ
よ

う
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
が
っ

て
い
る
ん
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
で
き
る

だ
け
時
間
を
工
面
し
て
、
息
子
の

言
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
良
い
親
子
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
と
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
す

べ
て
の
人
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、

子
育
て
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
い
つ
か
、
子
ど
も
た

ち
も
「
友
達
や
家
族
っ
て
大
切
だ

な
」
と
思
っ
て
く
れ
る
日
が
来
た

ら
素
敵
で
す
ね
。ア

ル
ミ
母
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

　　

子
ど
も
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

子
育
て
の
悩
み
事
は
多
く
な
る
も

の
で
す
。
家
族
や
友
だ
ち
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
『
子
育
て
応
援
団
』

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と
、

さ
ら
に
子
育
て
が
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
家
庭
で
の
笑
顔
も
増
え
、

子
ど
も
の
成
長
に
大
切
な
「
安
心

感
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
を
大
切

に
、
子
育
て
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
ね
。

地
域
課
題
を
考
え
る
講
演
会
・
交
流
会　

 

▼
と
き　

9
月
19
日（
土
）講
演
会　

午
後
2
時
〜
4
時
、

交
流
会　

午
後
4
時
15
分
〜
5
時
▼
と
こ
ろ　

西
脇
市
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
▼
内
容　
『
楽
し
く
働
き
、

お
い
し
く
食
べ
る
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
を
つ
く
ろ
う
』
▼
講
師　

世
古
一
穂
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
）
▼
問
合
せ　

よ

つ
ば
の
ク
ロ
ー
バ
ー
代
表　

布
垣
孝
美（
☎
28‐4
0
3
2
）

 

み
ん
な
で
草
引
き
イ
ベ
ン
ト
『
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ツvol.3
』

 　

市
花
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
名
所
を
整
備
し
、
美
し
い
ま
ち
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
▼
と
き　

10
月
3
日（
土
）
午

前
8
時
〜
11
時
▼
と
こ
ろ　

日
本
へ
そ
公
園
「
方
位
の
広

場
」
集
合
▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
レ
ジ
袋
、
手
袋
、
帽
子
、

草
引
き
道
具（
あ
れ
ば
）
▼
雨
天
時　

当
日
午
前
７
時
30

分
時
点
で
雨
天
の
と
き
は
10
月
12
日（
月
・
祝
）
に
延
期

▼
問
合
せ　

し
ば
ざ
く
ら
フ
ル
ー
ル
代
表　

米
田
育
子

（
☎
22‐1
4
4
4
）

ふれあい広場

地▼交涯おレ（つみア前場草分▼

みんなでみんなでまちまちづくり♪づくり♪みんなでまちづくり♪

子
育
て　
　
　
闘
記

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
か
ら
の

お
た
よ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す

奮

子
育
て　
　
　
闘
記

奮

市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。

クローズクローズアップアップクローズアップ
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

20
年
来
の
夢
を
乗
せ
、
ベ
ル
の
音
は
花
の
都
パ
リ
へ

にしわきっ子にしわきっ子にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪
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「
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
」
は
、
市

内
で
ピ
ア
ノ
な
ど
を
教
え
て
い
る

熊
原
幹
恵
さ
ん
を
中
心
に
、
平
成

8
年
9
月
に
結
成
さ
れ
た
音
楽
グ

ル
ー
プ
で
す
。
2
種
類
の
ベ
ル
を

使
っ
た
独
自
の
演
奏
が
評
判
を
呼

び
、
年
間
20
〜
30
回
の
公
演
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

2
種
類
の
ベ
ル
は
、
高
音
が
オ

ル
ゴ
ー
ル
、
低
音
が
鐘
の
よ
う
に

に
豊
か
に
響
く
の
が
特
徴
。
１
人

が
数
本
を
担
当
し
、
み
ん
な
で
息

を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
ひ

と
つ
の
音
楽
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
ベ
ル
と
の
出
会
い
と
夢

　　

熊
原
さ
ん
が
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル

の
結
成
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
神

戸
市
で
行
わ
れ
た
あ
る
演
奏
会
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
清
ら
か
に
重
な
る
ベ
ル
の
音

と
、
老
若
男
女
が
１
音
ず
つ
奏
で

て
曲
を
完
成
さ
せ
た
と
き
の
感
動

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
仲
間
を
募
っ
て

ベ
ル
演
奏
活
動
を
始
め
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く

は
仕
事
や
家
庭
を
抱
え
て
お
り
、

音
楽
活
動
と
の
両
立
は
大
変
で
し

た
が
「
い
つ
か
Ｃ
Ｄ
を
出
そ
う
」

「
海
外
公
演
も
し
た
い
！
」

と
夢
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

熊
原
さ
ん
た
ち
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
演
奏
機
会
を

増
や
し
て
着
実
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
や

が
て
„
癒
し
の
ベ
ル
演
奏
“

と
評
判
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

学
校
園
や
福
祉
施
設
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
等
に
引
っ
張
り
だ

こ
に
。
市
内
か
ら
京
阪
神
ま

で
、
多
い
と
き
に
は
年
間
30

回
も
の
公
演
を
こ
な
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年

7
月
に
は
初
の
Ｃ
Ｄ
『Bell 

Fantasy　
ベ
ル
の
響
き
に

癒
さ
れ
て
…
』
を
発
売
し
、
夢
の

一
つ
を
実
現
。
テ
レ
ビ
出
演
も
果

た
す
な
ど
、
今
や
全
国
的
に
そ
の

名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
2
つ
目
の

夢
、「
海
外
公
演
」
の
実
現
が
目

前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
花
の
都
パ
リ
へ
向
け
て

　　

初
の
海
外
公
演
は
、
兵
庫
県
パ

リ
事
務
所
の
協
力
で
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
は
県
内
で
活

動
す
る
音
楽
団
体
等
の
一
つ
と
し

て
、
11
月
23
日
、
ひ
ょ
う
ご
交
流

セ
ン
タ
ー
（
パ
リ
市
）
を
中
心
に
、

同
国
北
部
の
エ
レ
ン
市
、
リ
ー
ル

市
な
ど
を
訪
問
し
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
ち
な
ん
だ
曲
や
唱
歌
「
ふ
る
さ

と
」
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
フ
ラ
ン
ス
で
西
脇
市

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
市
や
県

等
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
播
州

織
の
ド
レ
ス
を
新
調
す
る
こ
と
に
。

デ
ザ
イ
ン
と
縫
製
は
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
専
門
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

生
地
は
県
繊
維
工
業
技
術
支
援
セ

ン
タ
ー
が
美
し
く
発
色
す
る
「
朱

子
織
り
」
の
技
術
で
制
作
し
、
見

事
な
一
点
物
の
ド
レ
ス
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

熊
原
さ
ん
た
ち
は
「
私
た
ち
の

夢
の
上
に
多
く
の
人
の
思
い
が
重

な
っ
て
い
る
」
と
感
慨
深
げ
。

「
こ
れ
ま
で
支
え
て
も
ら
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
ベ
ル

に
託
し
て
、
西
脇
市
と
フ
ラ
ン
ス

と
の
親
善
を
果
た
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

10
月
１
日
開
催
の
「
西
脇
市
制

10
周
年
記
念
式
典
」
で
は
、
テ
ィ

ン
カ
ー
ベ
ル
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　

ま
た
、
パ
リ
公
演
に
向
け
て
の

お
披
露
目
公
演
が
あ
り
ま
す
。
11

月
15
日（
日
）午
後
6
時
か
ら
、
茜

が
丘
複
合
施
設
「M

iraie

」
に

て
。
詳
し
く
は
熊
原
幹
恵
さ
ん

（
☎
0
7
9
5‐2
3‐1
6
7
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

15

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

市制10周年記念式典のオープニングを飾る
音楽グループ

ティンカーベル

新調されたドレス

明洋・明美（郷瀬町）
いつも仲良し!!

さくら
４歳４ヵ月

ひまり
山本陽葵
２歳

み
ら
い
え

し
ゅ

す
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第
97
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
兵
庫
大
会

で
、
西
脇
高
校
が
初
の
決
勝
進
出
を
か
け
て

滝
川
第
二
高
校
と
対
戦
。
試
合
は
西
脇
高
校

が
先
制
し
た
も
の
の
逆
転
を
許
し
、
惜
し
く

も
2
対
1
で
敗
れ
ま
し
た
。
野
球
部
を
応
援

す
る
た
め
多
く
の
市
民
が
ス
タ
ン
ド
を
埋
め

尽
く
し
、
必
死
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
と
一
体

と
な
っ
て
声
援
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

17

46年ぶり県予選ベスト４の快挙―西脇高校野球部
〔７月28日　明石トーカロ球場〕

準決勝の試合開始前に円陣を組む選手たち

市役所２階の郷土作家ギャラリーで
西脇市美術協会「竹内晴行写真展」
を開催。作品15点を展示（９月30
日まで、西脇市役所２階）

　

西
脇
市
と
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究

科
は
、
西
脇
小
学
校
木
造
校
舎
の
保
存
改
修

に
向
け
た
基
本
計
画
・
基
本
設
計
を
行
う
た

め
、
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
調
印
式
で

片
山
市
長
は
「
大
学
院
の
専
門
的
な
知
識
を

活
用
し
誇
り
あ
る
ま
ち
を
築
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
同
科
の
増
本
浩
子
科
長
は
「
西
脇

市
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

神大大学院と連携協定―西小木造校舎保存に向けて
〔７月31日　神戸大学〕

片山市長と神戸大学大学院人文学研究科の増本浩
子科長

　

中
学
生
に
よ
る
「
子
ど
も
議
会
」
が
市
制

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
4
中
学
校
か
ら
16
人
の
生
徒
が
議
員

と
し
て
参
加
。
市
政
や
地
域
の
課
題
等
に
つ

い
て
「
一
般
質
問
」
し
、
市
長
や
教
育
長
が

答
弁
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
西
脇
市
子
ど

も
議
会
宣
言
」
を
可
決
。
住
み
よ
い
ま
ち
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

将来を担う子どもたちが西脇の未来を議論
〔８月18日　西脇市議会〕

議長・副議長を除く14人の中学生議員が一般質問
を実施

山口市で開催されたボーイスカウト
らのキャンプ大会「世界スカウトジ
ャンボリー」に参加した西脇第２団
の５人が片山市長を訪問し活動を報
告（８月10、西脇市役所）

西脇南中学校美術部展が開催され、
１～３年生29人の作品およそ80点
を展示（８月７日～９日、西脇南中
学校２階オープンスペース）

西脇市美術協会の藤原廣幸さんが指
導する「高田井町子ども絵画教室」
に78人の子どもたちが参加（８月
１日、高田井町健康福祉センター）

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
脳
科
学

者
・
茂
木
健
一
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

市
制
10
周
年
記
念
事
業
「
茂
木
健
一
郎

教
育
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

茂
木
さ
ん
は
「
常
に
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
緊
張
感
を
持
つ
こ
と
、
自
分
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
こ
と
で
脳
を

活
性
化
す
る
物
質
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出
る
。

脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
、
若
者
に
と

っ
て
は
学
び
、
中
高
年
に
と
っ
て
は
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老
化
予
防
）
に
つ

な
が
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
い
う
神
経
細
胞

に
も
触
れ
、「
欠
点
と
長
所
は
表
裏
一

体
。
他
人
の
目
を
通
し
て
こ
そ
本
当
の

自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
い

ろ
ん
な
人
に
出
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
に
は
中
学
生
・
高
校
生
を

中
心
に
お
よ
そ
6
3
0
人
が
来
場
。
ユ

ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の
講
演
に
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
コ
ー

チ
4
人
を
お
招
き
し
て
、
市
制
10
周
年
記
念
事
業

「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
サ
ッ
カ
ー
教
室
」を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
児
童
1
0
7
人
は
パ
ス
や
ド
リ

ブ
ル
の
技
術
指
導
を
受
け
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
選
手
と
し
て
必
要
な
心
構
え
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
コ
ー
チ
か
ら
の「
常
に
ゴ
ー
ル
を
狙
っ

て
」「
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
お
う
」
な
ど
の
言

葉
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

「
無
茶
ぶ
り
」
で
脳
を
活
性
化
し
よ
う

〔
８
月
１
日　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
〕

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
サ
ッ
カ
ー
教
室

〔
８
月
９
日　

重
春
小
学
校
〕

ヴィッセル神戸のスクールコーチからパスの技術
指導を受ける児童ら

　

兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
38
回
東
播
地
区

大
会
で
市
内
の
全
中
学
校
が
金
賞
以
上
の
成
績
を

収
め
る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

▼
成
績　

西
脇
中
学
校
吹
奏
楽
部
＝
Ｓ
部
門
グ
ラ

ン
プ
リ
▽
西
脇
東
中
学
校
音
楽
部
＝
Ｓ
部
門
金
賞

▽
西
脇
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
＝
Ａ
部
門
金
賞
▽
黒

田
庄
中
学
校
吹
奏
楽
部
＝
Ｓ
部
門
金
賞

　

続
く
県
大
会
で
は
西
脇
中
は
金
賞
、
西
脇
南
中

は
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
快
挙

〔
７
月
25
日
・
26
日　

三
木
市
文
化
会
館
〕

中学校Ｓ部門でグランプリに輝いた西脇中学校吹
奏楽部（プレスジェイ株式会社提供）

左）脳の活性化について講演をする茂木
健一郎さん
上）長所・短所を指摘しあう高校生たち

このコーナーでは、
イベントやまちの
話題、団体の活動
などを紹介してい
ます。耳寄りな情
報は秘書広報課ま
で（市役所内線
207）。

紙面に載せきれな
いまちの話題がど
んどん届きます。
西脇市 facebook
で情報発信中！

話
の
ち
ま

題

Photo Gallery
まちの話題や風景を写真で紹介
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市民の皆さんに
役立つさまざまな
情報をお知らせ
　　します。　

催　
　

し

相　
　

談

　西脇市名誉市民で世界的美術家・横尾忠則さん
の企画展が開催されています。
■会場　横尾忠則現代美術館
■会期　11月23日（月・祝）まで
■開館時間　午前10時～午後6時
 （金・土曜日は～午後８時）
■休館日　月曜日／ 9/21・
10/12・11/23 は開館、9/24・
10/13 は休館）
■観覧料
　一般＝700円◇大学生550円
　◇高校生・65歳以上＝350円
　◇中学生以下＝無料
■問合せ
　横尾忠則現代美術館　（☎078-855-5607）

開館3周年記念展　横尾忠則　続・Y字路

横尾さんデザインの
企画展ポスター

18広報にしわき　平成27年9月号広報にしわき　平成27年9月号

　　
瑞
宝
小
綬
章

　
・
古
谷　

幹
次
さ
ん（
比
延
町
）

　

公
立
高
等
学
校
長
と
し
て
学
校

教
育
の
振
興
に
尽
力

　　
瑞
宝
双
光
章

　
・
朝
井　

義
己
さ
ん（
富
吉
上
町
）

　

公
立
中
学
校
長
と
し
て
学
校
教

育
の
振
興
に
尽
力　
　

　　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
・
黒
田
庄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

献
血
運
動
の
推
進
に
協
力
し
、

必
要
な
血
液
の
安
定
確
保
に
貢
献

 　
西
脇
高
齢
者
大
学
公
開
講
座

 　
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
・
鶴
橋
駅
の

発
車
メ
ロ
デ
ィ
に
も
な
っ
た
『
ヨ

ー
デ
ル
食
べ
放
題
』
の
作
者
リ
ピ

ー
ト
山
中
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
笑

い
な
が
ら
健
康
を
考
え
、
実
践
方

法
を
見
つ
け
る
講
演
会
を
行
い
ま

す
。

▼
と
き　

9
月
18
日（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
（
午
前
9
時
30

分
開
場
）
▼
と
こ
ろ　

総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
体
育
館
▼
演
題　

ロ
コ

モ
予
防
で
健
康
長
寿
▼
講
師　

笑

い
と
涙
の
吟
遊
詩
人　

リ
ピ
ー
ト

山
中
氏
▼
参
加
費　

無
料
（
申
込

不
要
）
▼
持
参
物　

上
履
き
▼
問

合
せ　

西
脇
高
齢
者
大
学
事
務
局

（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22

‐5
9
9
6
）

 　
村
上
し
ま
子　
戦
後
70
年
戦
時

　
人
形
展
〜
平
和
へ
の
祈
り
〜

 

▼
と
き　

9
月
2
日（
水
）〜
29
日

（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
▼

と
こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入
場

無
料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
▼
問
合

せ　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進
室
（
☎
23

‐9
1
1
9
）

 　
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
タ
ン
ポ
ポ
バ
ザ
ー

 　
日
用
品
・
野
菜
な
ど
の
販
売
、

喫
茶
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
掘
り
出

し
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ　

ワ

ー
ク
ホ
ー
ム
タ
ン
ポ
ポ
▼
そ
の
他

家
で
眠
っ
て
い
る
贈
答
品
な
ど
未

使
用
品
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま

す
（
衣
服
、
本
、
人
形
を
除
く
）

▼
問
合
せ　

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
タ
ン

ポ
ポ
（
☎
22‐8
1
4
9
）

 　
特
別
展　

新
潟
・
兵
庫
連
携
企

　
画
展
「
北
前
船
―
地
域
と
文
化

　
を
つ
な
ぐ
海
の
み
ち
―
」

 　
こ
の
展
覧
会
は
、
新
潟
県
立
歴

史
博
物
館
と
兵
庫
県
立
歴
史
博
物

館
と
が
連
携
し
て
企
画
す
る
も
の

で
、
北
海
道
・
山
形
か
ら
山
陰
・

関
西
ま
で
、
広
域
に
わ
た
っ
て
関

連
資
料
を
収
集
し
、
北
前
船
の
航

海
の
あ
り
方
や
船
主
、
輸
送
し
た

各
地
の
産
物
、
寄
港
地
の
姿
を
示

す
諸
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
19
日（
土
）〜
11
月

3
日（
火
・
祝
）
▼
休
館
日　

月

曜
日
／
9
月
21
日
、
10
月
12
日
は

開
館
、
9
月
24
日
、
10
月
13
日
は

休
館
▼
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
）
▼
入
館
料　

大
人
1
，

0
0
0
円
（
8
0
0
円
）、
大
学

生
7
0
0
円
（
5
5
0
円
）、
高

校
生
5
0
0
円
（
4
0
0
円
）、

小
・
中
学
生
無
料　

※（　

）内
は

20
人
以
上
の
団
体
料
金
、
障
害
者

お
よ
び
そ
の
介
護
者
、
65
歳
以
上

の
方
は
半
額
▼
問
合
せ　

兵
庫
県

立
歴
史
博
物
館
（
☎
0
7
9‐2
8

8‐9
0
1
1
）

表　
　

彰

19

くらしの情報
Information

へ
／
次
回
は
平
成
28
年
2
月
5
日

（
金
）、
加
東
健
康
福
祉
事
務
所
で

予
定
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

こ
ど

も
福
祉
課（
市
役
所
内
線
3
3
7
）

　　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
の
税

理
士
が
、
税
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
10
日（
木
）午
後
１

時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
１
階
女
性

コ
ー
ナ
ー
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
黒
田
庄
地
区
会
館
（
黒
っ
こ

プ
ラ
ザ
）
小
会
議
室
▼
問
合
せ　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
（
☎
32

‐1
4
7
7
）

と
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は「
＃

9
1
1
0
」へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

西
脇
警
察
署
（
☎
22

‐0
1
1
0
）

　　
母
子
家
庭
等
特
別
相
談

　　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
寡
婦

の
方
が
か
か
え
る
裁
判
を
前
提
と

し
た
法
律
上
の
専
門
知
識
を
要
す

る
相
談
に
母
子
等
専
門
相
談
員

（
弁
護
士
）
が
応
じ
ま
す
。
こ
の

相
談
は
、
北
播
磨
地
区
の
方
を
対

象
に
年
に
2
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
１
日（
木
）
▼
と

こ
ろ　

明
石
市
役
所
▼
対
象　

母

子
、
父
子
、
寡
婦
家
庭
▼
申
込
方

法　

9
月
17
日（
木
）ま
で
に
左
記

相
談
▼
そ
の
他　

相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
企

画
係
（
☎
0
7
8‐3
9
2‐1
8

2
1
／
内
線
3
4
5
）

　　
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
＃
９
１
１
０

 　
9
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

で
す
。「
＃
9
1
1
0
」は
、
緊
急

で
は
な
い
警
察
へ
の
相
談
に
対
応

す
る
警
察
相
談
専
用
電
話「
県
警

な
ん
で
も
相
談
」の
短
縮
電
話
番

号
で
す
。
犯
罪
や
事
件
の
発
生
に

は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
普
段

の
生
活
の
安
全
や
平
穏
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
や
困
り
ご

　
　
　
全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
月
間

　　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
7
日（
月
）〜
13
日

（
日
）月
〜
金
曜
日
＝
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
7
時
、
土
・
日
曜
日

＝
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
▼
電

話
番
号　

0
5
7
0‐0
0
3‐1

1
0
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
、

最
寄
り
の
法
務
局
へ
つ
な
が
り
ま

す
）
▼
相
談
方
法　

電
話
に
よ
る

素敵な“出会い”をサポートします
～出会いのパーティーのお知らせ～

　独身男女の出会いをサポートする市民グループ
「西脇未来予想図の会」が出会いのパーティーを開
催します。前回は過去最高の11組のカップルが誕生
しました。
　今年のパーティーも、吉本芸人の「山田スタジア
ム」さんを司会にお招きし、ランチやゲーム、ケー
キづくりを通じて、楽しく仲を深めていただきます。
■とき　　11月１日（日）午前10時～午後４時
■ところ　西脇ロイヤルホテル
■対象　　25歳～40歳くらいの独身男女
※男性は、西脇市・加西市・加東市・多可町在住者
　に限ります。
■定員　　男女各20名程度
※申込者多数の場合は抽選を行い、10月７日（水）
　ごろに結果をお知らせします。
■参加費（ランチ付き）
　男性：4,000円、女性：3,000円
■申込方法
　次の①から④のいずれかの方法で、下記の事務局
まで住所、氏名、年齢、性別、電話番号を連絡して
ください。また、市のホームページから申込書をダ
ウンロードできます。
　①電話　②メール　③ＦＡＸ　④市役所へ来庁
■申込期限　　９月25日（金）
■その他
　・申し込みは参加者本人に限ります。
　・10月23日（金）以降のキャンセルは、参加費と 
　　同額のキャンセル料が必要です。
　・申込者の情報は、目的外には利用しません。
　・詳しくは、市のホームページをご覧ください。
■申込み・問合せ
　西脇未来予想図の会事務局（総合企画課内）
　☎22－3111（市役所内線211）
　　22－1014
　　kikaku@city.nishiwaki.lg.jp

ステキなあなたにときめく恋を…♥
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　柔道整復師の施術を受ける際、国民健康保険（国
保）が使えるのは次の場合です。

　以下の場合は、国保が使えません。

【施術を受けるときの注意事項】
①負傷原因を正確に伝える
　　外傷性の負傷でない場合や負傷原因が労働災害に
該当する場合、国保は使えません。また、交通事故
など第三者行為に当たる場合は、保険医療課（⑤番
窓口）への届出が必要です。
②施術が長期にわたる場合は医師の診断を受ける
　　施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えら
れますので、医師の診断を受けてください。
③療養費支給申請書は必ず自分で署名する
　　「療養費支給申請書」に署名することで、柔道整
復師に国保への保険請求を委任することとなります。
　　委任欄は必ず自分で署名しましょう。
④領収書は必ず受け取る
　　領収証は原則無料で発行することが義務付けられ
ています。医療費控除を受ける際にも必要ですので、
必ず受け取り大切に保管しましょう。
◆問合せ　保険医療課保険担当（市役所内線253）
※国保以外の健康保険加入の場合も同様の取り扱いで
　す。詳しくはご加入の健保へお問い合わせください。

柔道整復師（接骨院・整骨院）のかかり方

■国保が使える場合
※急性または亜急性（急性に準ずる）の外傷性による
　症状の場合のみ。
○打撲、捻挫、挫傷（肉離れなど）
○骨折、脱臼（応急手当の場合を除き、医師の同意が
　必要です）

■国保が使えない場合（全額自己負担）
○慰安目的のあん摩・マッサージ代わりの利用
○単なる（疲労性・慢性的）肩こりや筋肉疲労
○スポーツなどによる筋肉疲労
○病気（神経痛、リウマチ、ヘルニア等）からくる痛 
　みやこり
○同一の負傷等で保険医療機関でも治療中の場合
○脳疾患後遺症などの慢性病

募　
　

集

西脇市職員（高等学校卒）を募集
■募集職種（採用予定人員）
〇一般事務職（若干名）
　平成６年４月２日以降に生まれた方で、
学校教育法に基づく高等学校を卒業また
は平成28年３月に卒業見込みの方
〇土木職（若干名）
　平成６年４月２日以降に生まれた方で、
学校教育法に基づく高等学校においてこ
の職に関する専門課程を修めて卒業また
は平成28年３月に卒業見込みの方
■受付期間　９月25日（金）まで
■第１次試験　10月18日（日）
■第２次試験　11月15日（日）
■申込方法　申込書等を下記へ
■問合せ　総務課（市役所内線209）
※学校教育法に基づく大学・短期大学を 
　卒業または卒業見込みの方を除きます。

平成28年４月採用

広告広告広告
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子
ど
も
絵
画
教
室
生
募
集（
後
期
）

　
▼
と
き　

11
月
１
日（
日
）〜
翌
年

2
月
28
日（
日
）全
10
回
／
午
前
10

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ　

総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
工
芸
室
な
ど
▼
講
師　

来
住
し
げ
樹
さ
ん
、
藤
原
廣
幸
さ

ん
、
西
井
小
百
合
さ
ん
▼
対
象　

5
歳
〜
小
学
6
年
生
（
市
内
在
住

在
学
）
▼
募
集
定
員　

30
名
／
定

員
を
超
え
た
場
合
は
10
月
17
日
午

前
10
時
か
ら
公
開
抽
選
し
結
果
を

後
日
郵
送
し
ま
す
▼
受
講
料　

5
，0
0
0
円（
初
日
に
集
金
）
▼

申
込
方
法　

9
月
18
日（
金
）〜
10

月
10
日（
土
）
に
所
定
の
申
込
書

を
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22

‐5
9
9
6
）

 　
パ
ソ
コ
ン
講
座
ー
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

　
後
期
（
初
心
者
向
け
）

　
▼
と
き　

9
月
26
日（
土
）〜（
毎

週
土
曜
日
、
全
10
回
）
午
前
10
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
3
階
▼
対
象

20
歳
以
上
▼
定
員　

10
名
▼
講
師

西
脇
情
報
技
術
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

藤
田
清
行
さ
ん
▼
受
講
料　

7
，0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
・
資
料

代
別
）
▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

▼
そ
の
他　

備
付
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
▼
申
込
期
間　

9
月
4
日

（
金
）午
前
8
時
30
分
〜
（
先
着

順
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央

公
民
館
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内

／
☎
22‐5
9
9
6
）

 　
陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

 　
ろ
く
ろ
を
回
し
、
お
気
に
入
り

の
皿
や
茶
碗
な
ど
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か（
初
心
者
大
歓
迎
）。

▼
と
き　

毎
月
第
１
・
3
月
曜
日

午
前
9
時
〜
正
午
（
後
期
募
集
9

月
〜
翌
年
3
月
）
▼
と
こ
ろ　

 

黒
田
庄
ベ
ー
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
１
階

陶
芸
室
（
黒
っ
こ
プ
ラ
ザ
北
側
）

▼
参
加
費　

月
額
4
，0
0
0
円

（
材
料
・
焼
成
代
は
別
途
）▼
講
師

陶
芸
家
・
石
井
宏
志
さ
ん
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

石
井
宏
志
さ
ん

（
☎
0
9
0‐9
6
9
1‐8
2
3
3
）

▽
生
涯
学
習
課
（
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー
内
／
☎
22‐5
9
9
6
）

 　
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

 

〇
西
脇
谷
町
住
宅
＝
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

 

3
人
以
上
、
一
般
１
戸

〇
西
脇
蒲
江
住
宅
＝
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

 

3
人
以
上
、
一
般
１
戸

〇
西
脇
蒲
江
住
宅
＝
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

　

4
人
以
上
、
一
般
１
戸

▼
申
込
受
付　

9
月
8
日（
火
）午

後
5
時
ま
で
都
市
住
宅
課
で
受
付

／
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
と
き
は
翌
日
に
抽
選
を
実
施
▼

必
要
書
類　

都
市
住
宅
課
に
あ
る

「
県
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
（
前
日
ま

で
に
準
備
し
都
市
住
宅
課
で
確
認

の
こ
と
）
▼
申
込
資
格　

県
内
に

居
住
し
て
い
る
か
勤
務
先
が
あ
る

方
。
そ
の
ほ
か
収
入
基
準
等
の
資

格
要
件
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合
せ

都
市
住
宅
課（
市
役
所
内
線
2
8
0
）

 　
ま
ち
づ
く
り
講
座
生
募
集

 　

市
で
は
、「
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

よ
り
円
滑
に
、
活
発
に
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
行
う
た
め
の
コ
ツ
を
知

っ
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、「
ま

ち
づ
く
り
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

第
１
回
＝
9
月
28
日

（
月
）▽
第
2
回
＝
11
月
9
日（
月
）

▽
第
3
回
＝
12
月
１
日（
火
）／
い

ず
れ
も
午
後
7
時
〜
9
時
▼
と
こ

ろ　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
3
階
▼
対
象　

各
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
等
、
市
民
提
案
型

ま
ち
づ
く
り
事
業
採
択
団
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
他

各
種
団
体
（
子
ど
も
会
、
老
人
会

な
ど
）
で
活
動
し
て
い
る
方
▼
講

師　

合
同
会
社
ひ
と
・
ま
ち
・
住

ま
い
研
究
所　

浅
見
雅
之
氏
▼
申

込
方
法　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
等
公
共
施
設
に
あ
る
申
込
用
紙

で
メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）
▼
申
込
締
切　

9

月
18
日（
金
）▼
申
込
み
・
問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役
所
内
5
2

1
／　

23‐8
8
3
3
／
メ
ー
ル

machi@city.nishiwaki.hyogo.jp

）
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休日・夜間相談についてはお問い合わせください。

相談料 30分 5,400 円（税込）

子
育
て

　　
花
と
緑
の
協
会
運
営
委
員
募
集

　　
花
と
緑
豊
か
な
西
脇
市
を
目
指

す
当
協
会
の
運
営
に
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
な
活
動　

事
業
運
営
会
議

（
年
3
回
）、
視
察
研
修
や
講
習
会

で
の
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
▼

申
込
み
・
問
合
せ　

西
脇
市
花
と

緑
の
協
会
事
務
局
（
環
境
課
内
／

市
役
所
内
線
3
9
1
）

　　
絵
手
紙
教
室
生
募
集

　　
友
人
、
知
人
に
心
の
絵
手
紙
を

送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

10
月
〜
3
月
の
毎
月
第

１
・
第
3
日
曜
日（
全
12
回
）午
後

１
時
30
分
〜
3
時
30
分
▼
と
こ
ろ

青
年
の
家
研
修
室
▼
講
師　

日
本

絵
手
紙
協
会
公
認
講
師　

村
上
恵

子
さ
ん
▼
定
員　

25
名
（
10
名
以

下
の
場
合
は
開
講
し
な
い
場
合
あ

り
）▼
受
講
料　

6
，0
0
0
円

（
材
料
費
な
ど
別
途
負
担
）▼
申
込

方
法　

9
月
20
日（
日
）ま
で
に
受

講
料
を
添
え
て
左
記
へ
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

青
年
の
家
（
☎
22

‐3
7
0
3
）

 　
市
技
能
功
労
賞
候
補
者
募
集

  

技
能
功
労
者
の
技
術
の
向
上
と

産
業
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
、
優
れ
た
技
能
を
も
っ
て
社
会

に
貢
献
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た

え
表
彰
し
て
い
ま
す
。
次
の
資
格

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
要
件　

同
一
職
種
に
お
け

る
経
験
が
30
年
以
上
の
方
▽
現
在

も
現
役
と
し
て
そ
の
職
に
従
事
し

て
い
る
方
▽
他
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
方
▽
そ
の
技
術
を
後
輩
に
指

導
育
成
し
た
功
績
が
多
大
で
あ
る

方
▽
技
能
を
証
明
で
き
る
各
種
団

体
や
事
業
所
の
責
任
者
等
か
ら
推

薦
が
得
ら
れ
る
方
▽
年
齢
55
歳
以

上
の
方
▼
締
切　

9
月
25
日（
金
）

▼
そ
の
他　

詳
し
い
内
容
、
応
募

用
紙
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ　

商

工
観
光
課（
市
役
所
内
線
2
6
8
）

 　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

　
当
の
手
続
き
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

 　

該
当
す
る
方
へ
お
送
り
し
た

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
一
部

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」「
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
」
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
な
い
と
8
月
以
降
の
手
当

が
停
止
や
減
額
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
福
祉
課
（
市

役
所
内
線
3
3
7
）



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

 正社員を随時募集しています。 先ずはお気軽にお問合せ下さい。

酒井精工株式会社
多可郡多可町中区曽我井907‒90　☎ 0795‒32‒2251

皆さんはよく「ISO9001」という言葉をよく耳にされる
ことと思います。製品やサービスの品質を管理するため
の国際標準規格のことです。弊社はナット用タップ専業
メーカーで国内初（H11.11）に取得致しました。

広
報
紙
面
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
中

広
報
紙
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想

は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　

↓
↓
↓

「ISO9001」とは？

広告広告

お
知
ら
せ

年　
　

金

◆とき　10月１日（木）午後１時30分～
３時30分◆ところ　市民会館◆内容　ホ
ームページをご覧ください◆その他　式
典当日は市役所および周辺駐車場はたい
へん混み合いますので、ご理解ご協力よ
ろしくお願いします◆問合せ　秘書広報
課（市役所内線206）

西脇市制10周年記念式典
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自
転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　 

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、

兵
庫
県
内
で
自
転
車
を
利
用
す
る

場
合
、
10
月
１
日
か
ら
保
険
等
へ

の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

▼
義
務
化
の
内
容　

自
転
車
利
用

者
＝
県
内
で
の
自
転
車
利
用
時
に

保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
▽
自
転
車
を
利
用
す
る
事
業

者
＝
業
務
と
し
て
自
転
車
を
利
用

す
る
場
合
に
保
険
等
へ
の
加
入
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
▽
自
転
車
販
売

店
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
者
＝
自

転
車
販
売
（
貸
付
）
時
に
購
入
者

（
借
受
者
）
へ
保
険
加
入
の
有
無

に
つ
い
て
の
確
認
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
保
険
未
加
入
者
に

は
保
険
等
へ
の
加
入
を
勧
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
▼
問
合
せ 

防

災
安
全
課（
市
役
所
内
線
3
9
4
）

　　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　　

8
月
に
西
脇
警
察
署
管
内
で
交

通
死
亡
事
故
が
2
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

9
月
21
日（
月
）〜
30
日

（
水
）
の
10
日
間
▼
運
動
の
重
点

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
走
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

23

（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の
着
用

の
推
進
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
徹
底
）
▽
後
部
座
席
を
含
め

た
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
▽
飲
酒
運
転
の
根

絶
▽
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
推
進

▼
問
合
せ　

防
災
安
全
課
（
市
役

所
内
線
3
9
4
）

　　
下
水
使
用
人
数
の
変
更

　 
井
戸
水
を
使
用
さ
れ
て
い
る
世

帯
の
下
水
道
使
用
料
は
処
理
対
象

人
数
で
算
定
し
て
い
ま
す
。
世
帯

員
が
住
民
票
の
異
動
（
市
外
へ
転

出
・
転
入
ま
た
は
出
生
・
死
亡

等
）
手
続
き
を
し
て
も
処
理
対
象

人
数
は
増
減
さ
れ
ま
せ
ん
。
人
数

の
変
更
を
す
る
場
合
は
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の
処
理

対
象
人
数
は
検
針
票
の
『
下
水
使

用
人
数
』
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
な

い
の
に
、『
下
水
使
用
人
数
』
が

印
字
さ
れ
て
い
る
場
合
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

長
期
不
在
が
確
認
で
き
る
書
類

（
学
生
証
、
居
住
先
の
電
気
・
水

道
な
ど
支
払
明
細
、
入
院
費
・
入

所
費
領
収
書
の
写
し
な
ど
）
▼
届

出
・
問
合
せ　

上
下
水
道
お
客
さ

ま
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
第
2
庁
舎

2
階
／
市
役
所
内
線
5
8
0
）

　
　

　
９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防

　
週
間

　
　
　

つ
ら
い
、
眠
れ
な
い
、
気
分
が

落
ち
込
む
、
誰
に
も
言
え
な
い
と
、

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
そ
の
回
り
の

人
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
で
悩
ん
だ
り
家
族
だ
け
で
抱

え
込
ん
だ
り
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
専
門
相
談
機
関　

加
東
健
康
福

祉
事
務
所
地
域
保
健
課
（
☎
42

‐5
1
1
1
）
▽
兵
庫
県
い
の
ち

と
心
の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

0
7
8‐3
8
2‐3
5
6
6
／
月

〜
金
曜
日
＝
午
後
6
時
〜
翌
朝
午

前
8
時
30
分
、
土
・
日
・
祝
日
＝ 

24
時
間
）
▼
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
（
市
役
所
内
線
2
6
2
）

　
　
　
９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
　
　

救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
加
す

る
一
方
で
、
搬
送
者
の
約
半
数
が

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い

う
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
く
と
重
症
患
者
の
も
と
へ
の

到
着
が
遅
れ
、
助
か
る
命
を
救
え

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

西
脇
消
防
署
（
☎
22

‐0
1
1
9
）

　
　
　
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

　
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　
　
　

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と

は
、
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
っ
て
保
護
者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子
に
対
し

て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
試
験
で
す
。
合
格
し

た
方
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
受
験
資
格
・
出
願
書
類　

市
教

委
学
校
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
▼
願
書
受
付

期
間　

8
月
24
日（
月
）〜
9
月
11

日（
金
）
消
印
有
効
▼
試
験
期
日

10
月
28
日（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
40
分
▼
試
験
会
場　

兵
庫

県
民
会
館（
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
4
丁
目
16
番
3
号
）
▼
試
験

科
目　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理

科
・
外
国
語（
英
語
）各
科
目
40
分

▼
問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
市
役

所
内
線
5
2
7
）

　　
加
古
川
年
金
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

　
▼
相
談
日　

9
月
17
日（
木
）
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時
▼
と
こ

ろ　

市
民
会
館
１
階
第
１
会
議
室

▼
受
付
期
間　

9
月
１
日（
火
）〜

16
日（
水
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
事
前
予
約
制
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
▼
受
付
定
員

14
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
相
談
内
容　

年
金
相
談
、
年
金

請
求
手
続
き
（
代
理
相
談
は
委
任

状
必
要
）
▼
持
ち
物　

年
金
手
帳
、

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
な
ど
▼
そ
の

他　

年
金
請
求
は
事
前
に
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

加
古
川
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室
（
☎
0
7
9‐

4
2
7‐4
7
4
3
）

　　
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　　
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

が
、
平
成
27
年
9
月
30
日
で
終
了

に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用

し
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来

の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金

の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
老
齢
基

礎
年
金
受
給
者
は
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
）。
後
納
制
度
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
審

査
の
結
果
、
後
納
制
度
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
0
5
7
0‐0
1
1‐0
5
0
）

富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
ユ
ニ
ッ
ト
公
演

「
シ
コ
バ
ラ
」

◆
と
き　

10
月
31
日（
土
）午
後
6
時

30
分
〜
（
午
後
６
時
開
場
）
◆
と
こ

ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
◆
チ
ケ
ッ

ト
販
売　

市
民
会
館
と
ア
ピ
カ
ホ
ー

ル
で
販
売
中
◆
問
合
せ
市
民
会
館

（
☎
22‐5
7
1
5
）

氏名・チーム名種　目
小学３・４年生女子100m個人メドレー
小学５・６年生女子100m個人メドレー
小学３・４年生男子100m個人メドレー
小学５・６年生男子100m個人メドレー
中高一般女子200m個人メドレー
中高一般男子200m個人メドレー
小学３・４年生女子25ｍ自由形
小学５・６年生女子25ｍ自由形
一般女子25ｍ自由形
小学３・４年生男子25ｍ自由形
小学５・６年生男子25m自由形
中学生男子25m自由形
一般　男子25m自由形
壮年男子25ｍ自由形
小学３・４年生女子50ｍ自由形
小学５・６年生女子50ｍ自由形
中学生女子50ｍ自由形
一般女子50ｍ自由形
壮年女子50ｍ自由形
小学３・４年生男子50ｍ自由形
小学５・６年生男子50ｍ自由形
中学生男子50ｍ自由形
一般男子50ｍ自由形
壮年男子50ｍ自由形
一般女子100ｍ自由形
中学生男子100ｍ自由形
一般男子100ｍ自由形
小学３・４年生女子25m背泳ぎ
小学５・６年生女子25m背泳ぎ
小学１・２年生男子25m背泳ぎ
小学３・４年生男子25m背泳ぎ
小学５・６年生男子25m背泳ぎ
小学５・６年生女子50m背泳ぎ
一般女子50m背泳ぎ
中学生男子50ｍ背泳ぎ
一般男子50ｍ背泳ぎ
小学３・４年生女子25ｍ平泳ぎ　
小学５・６年生女子25ｍ平泳ぎ　
小学１・２年生男子25ｍ平泳ぎ
小学３・４年生男子25ｍ平泳ぎ
小学５・６年生男子25ｍ平泳ぎ
小学３・４年生女子50ｍ平泳ぎ
小学５・６年生女子50ｍ平泳ぎ
中学生女子50ｍ平泳ぎ
一般女子50ｍ平泳ぎ

岡本　果歩
西村　茂空
松原　維敬
足立　陸斗
鳩岡　　綾
田中　　真
松原　玲沙
杉岡　真桜
坂本　郁未
高平　行栄
片岡　大輝
藤井　俊平
足立　悠真
宮田　光徳
岡本　果歩
谷口　日菜
上山　栞奈
谷口　由真
川根　真理
遠藤　日登
萩原　亮斗
水口　朝陽
藤井　悠人
宮田　光徳
萩原日陽里
水口　朝陽
藤田　敬裕
片岡　美咲
藤岡　甘夏
林　　陵大
松田　巧明
篠田　和希
西村　茂空
坂本　郁未
萩原　啓太
八十原　洋
片岡　美咲
杉岡　真桜
林　　陵大
永尾　昊幸
長谷川　櫂
藤原　百恵
谷口　日菜
遠藤　日和
笹倉　莉緒

氏名・チーム名種　目
小学３・４年生男子50ｍ平泳ぎ
小学５・６年生男子50ｍ平泳ぎ
中学生男子50ｍ平泳ぎ
一般男子50ｍ平泳ぎ
小学５・６年生女子25ｍバタフライ
小学３・４年生男子25ｍバタフライ
小学５・６年生男子25ｍバタフライ
小学５・６年生女子50ｍバタフライ
中学生女子50ｍバタフライ
一般女子50ｍバタフライ
小学５・６年生男子50ｍバタフライ
中学生男子50ｍバタフライ
一般男子50ｍバタフライ

小学生女子200mメドレーリレー　

中高一般女子200mメドレーリレー

小学生男子200mメドレーリレー

中高一般男子200mメドレーリレー

小学生女子200ｍフリーリレー

一般女子200ｍフリーリレー

小学生男子200ｍフリーリレー

中学生男子200ｍフリーリレー

一般男子200ｍフリーリレー

松原　維敬
大西　奏矢
松本　賢哉
丸山　祐汰
大垣　菜摘
遠藤　日登
片岡　大輝
中尾　美咲
遠藤　日和
笹倉　莉緒
萩原　亮斗
幌村　　曜
藤井　悠人
〔重春小学校〕
林那都希、遠藤
梨央、中尾美咲、
谷口日菜

〔重春小学校〕
長谷川陸、長谷
川櫂、萩原亮斗、
足立陸斗

〔西高・西工〕
八十原洋、足立
悠真、藤井悠人、
松原郁洋

〔日野小学校〕
村上さくら、遠
藤日生、岡崎七
海、杉岡真桜、
上山真華、松原
玲沙、西村茂空、
片岡姫菜

〔日野小学校Ａ〕
朝井渉、遠藤日
登、山本昌武、
髙瀬将弥、出井
義大、浅田蓮音、
仲埜颯大、遠藤
智徳

〔西高・西工〕
松原郁洋、足立
悠真、藤井悠人、
八十原洋

〔西高・西工〕
坂本郁未、谷口
由真、長倉歩夢、
笹倉莉緒

〔西高・西工〕
長倉歩夢、谷口
由真、坂本郁未、
笹倉莉緒

〔西脇中学校〕
和多秀徳、松村
悠汰、岸本脩汰、
水口朝陽

各種目１位のみ、敬称略
第62回西脇市民体育大会夏季水泳競技大会結果

■自衛官募集／自衛隊兵庫地方協力本部加古川地域事務所
　☎079-426-3290◇青野原分駐所☎0794-66-7959　　　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

受付期間 試 験 日 合格発表種　　目 応募資格

９月５日
　～30日

防衛医科大学校
看護学科学生

防衛医科大学校
医学科学生

高卒(見込含)
21歳未満

９月５日
　～30日

１次:12月2日
最終:2月17日

防衛大学校学生

【推薦】
高卒(見込含)　21歳未満
かつ高等学校長推薦必要
【総合選抜・一般】
高卒(見込含)　21歳未満

推薦:9月5日～9日
総合選抜:9月5日～9日
一般前期:9月5日～30日
一般後期:1月20日～29日

推薦:9月26日・27日
総合選抜1次:9月26日
総合選抜2次:10月31日・11月1日
一般前期1次:11月7日・8日
一般前期2次:12月8日～12日まで
の間の指定された日
一般後期1次:2月20日
一般後期2次:3月11日

推薦:10月30日
総合選抜1次:10月16日
総合選抜最終:11月27日
一般前期1次:11月27日
一般前期最終:1月19日
一般後期1次:3月4日
一般後期最終:3月18日

１次:11月13日
最終:2月5日

高卒(見込含)
21歳未満

１次:10月31日・11月1日
2次:12月16日～18日の
間の指定された日

１次:10月17日
2次:11月28日・29日の
いずれかの指定された日

種　　目 応募資格 試 験 日 合格発表受付期間



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

毎月第2・4金曜日
午後1時～4時30分
毎月第3火曜日
午後1時～3時
毎月第1水曜日
午後1時30分～4時
毎週月曜日
午後1時～4時
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時
①毎週月～金曜日
　午前9時～午後5時
②毎週月～金曜日
　午前8時～午後5時
毎週火・金曜日
午後2時～4時
毎週火・金曜日
午後1時～3時
毎月第3金曜日
午前10時～正午
毎週木曜日
午前9時30分～午後4時30分
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

毎週月・水・木曜日
午前10時～午後4時

毎月第１・３水曜日
午後1時30分～午後3時30分

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

相談日、時間は施設により
異なります。

法律に関する相談。希望者は防災安全課（内線394）へ予約が必要。
担当：弁護士
国など行政が行っている仕事等についての苦情や意見、要望など。
担当：行政相談委員　問合せ：防災安全課（内線394）
人権の保護、プライバシーの侵害。
担当：人権擁護委員　問合せ：まちづくり課人権室（内線521）
家庭内のもめごとや悩みごとなど。　担当：民生委員・児童委員
問合せ：社会福祉協議会（☎22-5400）
配偶者やパートナーからの暴力などに関する相談。
問合せ：こども福祉課（内線261・337）
①障害者やその家族を対象にした相談　　担当：相談支援専門員
　問合せ：障害者相談支援センター　うぃーぶねっと（☎28-4433）
②障害や障害者への虐待に関する相談　　担当：相談支援専門員
　問合せ：障害者相談支援センター　ぱれっと（☎25-0551）
身体障害者福祉全般。
担当：身体障害者相談員　問合せ：身体障害者福祉協会（☎22-2727）
知的障害（児）者やその家族を対象にした相談。
担当：専門指導相談員　問合せ：ワークホームタンポポ（☎22-8149）
農地申請、農業者年金の手続き、農地紛争など。
担当：市農業委員　問合せ：農業委員会（内線324）
教育に関する悩みごと教育全般。　担当：カウンセラー
問合せ：青少年センター（☎22-8080）
幼児、児童、生徒についての心配ごとや悩みなど。
担当：家庭児童相談員　問合せ：こども福祉課（内線341）
契約・借金の返済などによるトラブル（予約者を優先します）。
担当：市消費生活相談員　問合せ：防災安全課（内線394）
※火・金曜日：多可町消費生活センター（生活安全課内）が利用できます。
住宅建物全般（リフォーム、耐震診断など）に関する相談。
担当：（一社）兵庫県建築士事務所協会北はりま支部
予約：都市住宅課（内線279）
母子・父子家庭等の悩みや相談ごとなど。
担当：市母子・父子自立支援員　問合せ：こども福祉課（内線261・337）
高齢者の生活や介護に関する相談。　問合せ：次の各施設
①市役所地域包括支援センター（内線351）・②各在宅介護支援センター
◆みぎわ園（☎22-9000）・楽寿園（☎23-7700）・向陽苑（☎28-3293）
　オンベリーコ（☎25-0020）・西脇市社会福祉協議会（☎23-9122）

法 律 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

心 配 ご と 相 談

ＤＶ被 害 者 相 談

障 害 者 相 談

身体障害者相談

知的障害（児）者相談

農 家 相 談

教 育 相 談

家 庭 児 童 相 談
 
消 費 生 活 相 談多 重 債 務 　 　

住 宅 相 談

　
母子・父子等相談
　

在 宅 介 護 相 談

相談内容 場　　　所 相　談　日 内　　　　容

市役所 市民相談室

生涯学習まちづくりセンター

総合福祉センター

総合福祉センター

市役所 こども福祉課

①障害者相談支援センター
　「うぃーぶねっと」
②障害者相談支援センター
　「ぱれっと」

総合福祉センター

ワークホームタンポポ

市役所 農業委員会事務局

青少年センター教育相談室

市役所 こども福祉課

市役所 防災安全課
（消費生活センター）

市役所 北側相談室

市役所 こども福祉課

①地域包括支援センター
②在宅介護支援センター

編集室から

○平成26年9月1日～10月6日分健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定

対　象　者 場　　所実施日時行　 事　 名

母子健康手帳の交付

3 か 月 児 健 診

1歳6か月児健診

3 歳 児 健 診

10か月児乳児相談

健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

歯 科 訪 問

27年5月生

27年6月生

26年2月生

24年8月生

24年9月生

26年11月生

希 望 者

健康づくりセンター
に申込みが必要

歯科医院に通院困難な方
健康づくりセンターに（　　申込みが必要　　）

   8:30～17:15

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

   9:30～11:00

   9:30～11:00

13:30～17:00

13:30～15:00

月～金曜日（祝日を除く）

　9月　1日(火)

10月　6日(火)

　9月　9日(水)

　9月18日(金)

10月　2日(金)

　9月24日(木)

第1・3水曜日（祝日は除く）

　9月11日(金)

　9月10日(木)

健康づくりセンター

自　　　宅

天神池スポーツセンターから
水泳体験教室のお知らせ（無料）

◆申込み・問合せ
　天神池スポーツセンター（☎22－0072）

…特におすすめのコースです！！　～幼児コースは特におすすめです！！～

時間
曜日 9/15（火）9/16（水）9/17（木）

Ⅰ2
スイミング
成人女性

S3
ウォーク＆スイム
成人男女

U2
アクアビクス
成人男女

A4
親子ベビー
6か月～2歳

G3
親ばなれ
応援教室
幼児2歳～3歳

Ⅰ3
スイミング
成人女性

ウォーキング
成人男女

W2

D3 D4D2
小中学生コース
小1～中3

B3 B4B2
幼児コース
3歳～小1
C3 C4C2
幼児・小学生コース
5歳～小6

10：00

11：00

12：00
14：00

15：00
30

19：30

20：00

30

30

30

30

16：00

17：00

18：00

9/18（金） 9/19（土）

Ⅰ5
スイミング
成人女性
G5
親ばなれ
応援教室
幼児2歳～3歳

ウォーキング
成人男女

W5
幼児（未就学者）
3歳～年長

B6

D5

B5

C5
D6
小中学生
小1～中3

Ｅ6
小学生
小1～小6

Ｃ6
幼小（低学年）
5歳～小3

U4
アクアビクス
成人男女

L3
スイミング
成人男女

ウォーキング
成人男女

N4

健　
　

康

ス
ポ
ー
ツ
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○西脇市役所････････････☎22-3111
保健・医療・福祉
○西脇病院･･････････････☎22-0111
○西脇多可休日急患センター☎23-5380
○老人保健施設しばざくら荘☎23-5958
○社会福祉協議会〔萩ヶ瀬会館〕☎22-5400
○西脇消防署････････････☎22-0119
○黒田庄消防駐在所･･････☎28-5119
○住民サービス公社･･････☎23-2802
○斎場〔やすらぎ苑〕････☎22-3644
○春日浄水場････････････☎22-7213
○みどり園･･････････････☎23-2808
生活・文化・交流・スポーツ
○生涯学習まちづくりセンター
〔マナビータ・プラザ〕･･☎22-3111
○市民会館･･････････････☎22-5715

○総合市民センター（中央公民館）
〔カルチャーセンター〕･･☎22-5996
○子育て学習センター････☎28-5702
○図書館････････････････☎23-5991
○郷土資料館････････････☎23-5992
○岡之山美術館･･････････☎23-6223
○にしわき経緯度地球科学館
〔テラ・ドーム〕････････☎23-2772
○青少年センター････････☎22-4000
○日本のへそ日時計の丘公園
〔オートキャンプ場〕････☎28-4851
〔フォルクスガーデン〕･･☎28-5120
○青年の家･･････････････☎22-3703
○アピカホール･･････････☎23-9000
○天神池スポーツセンター☎22-0072
○古窯陶芸館････････････☎22-3000

　西脇市では、避難情報や気象情報な
どの防災情報と、不審者情報や火災情
報などの緊急情報を携帯電話のメール
で配信しています（登録は無料）。

メール登録方法

手順1

手順2

「にしわき防災ネット」にアクセス

ホームページで設定

インターネット接続できる携帯電話やパソコン
から、下記Ａ～Ｃのいずれかの方法で「にしわ
き防災ネット」にアクセスしてください。

 ● ＡＢの方
　ホームページ内の「→→→西脇市設定登録は 
　こちら！」から空メールを送ってください。
　仮登録メールが届くので登録をお願いします。
 ● Ｃの方
　防災ネットからメールが届くので、接続して
　地区設定などをお願いします。

A URL http://bosai.net/nishiwaki/を直接入力

B 右のQRコードを接写

hy＠bosai.netに空メールを
送信

〈問合せ〉防災安全課　市役所内線394

C

ＱＲコード

にしわき防災ネット

　今月の特集では、農業に取り組む若者たちを取材しました。自分の
やりたいことを夢中で語りながら、しっかりと将来を見据えている姿
が頼もしく映りました◆西脇市出身の若者たちの活躍が連日報じられ
ています。全国高校野球で優勝した東海大相模高では、吉田凌さんが
右のエースとして優勝に大きく貢献。全国高校総体の柔道男子81キ
ロ級で藤原崇太郎さんが、競泳男子100メートルバタフライで幌村尚
さんがそれぞれ全国制覇しました◆10月１日には西脇市制10周年記
念式典が市民会館で開催されます。新西脇市は人間で言えば10歳。
頼もしい“若者”に成長したいものです【Ｙ】

くらしのダイヤル

相　談　窓　口  　
9
月
は
健
康
づ
く
り
強
調
月
間

 　
毎
日
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
あ

わ
せ
て
、
年
１
回
の
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
健
診
結
果
か
ら
生
活

を
振
り
返
り
、
健
康
な
生
活
習
慣

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
9
月
24
日
〜
30
日
は
「
結

核
予
防
週
間
」
で
す
。
胸
部
検
診

（
肺
が
ん
検
診
）を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役
所
内

線
3
5
6
）

 　
歯
科
医
師
が
訪
問
し
ま
す

 　
寝
た
き
り
な
ど
で
外
出
が
難
し

く
、
歯
科
の
こ
と
で
困
っ
て
お
ら

れ
る
方
の
家
に
、
歯
科
医
師
等
が

訪
問
し
ま
す
。
訪
問
は
原
則
１
回

で
す
。
2
回
目
以
降
お
よ
び
続
け

て
治
療
が
必
要
な
場
合
は
保
険
診

療
に
な
り
ま
す
。

▼
実
施
日　

9
月
10
日（
木
）蓮
池

一
晃
先
生
▽
10
月
21
日（
水
）福
永

昌
先
生
▽
11
月
18
日（
水
）藤
本
和

也
先
生
▼
料
金　

無
料
▼
問
合
せ

健
康
課
（
市
役
所
内
線
3
5
6
）

 　
町
ぐ
る
み
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

 　
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
の
た

め
、
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て

自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
（
が
ん
検
診
も
同
時
実
施
）。

▼
と
き　

9
月
25
日（
金
）〜
28
日

（
月
）、
30
日（
水
）午
前
8
時
30
分

〜
11
時
30
分
ま
で
受
付
▼
と
こ
ろ

市
民
会
館
▼
申
込
方
法　

健
康
課

へ
電
話
予
約
▼
そ
の
他　

40
歳
以

上
の
方
は
必
ず
保
険
証
と
特
定
健

診
受
診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ　

健
康
課
（
市
役
所
内
線

3
5
6
･
3
6
0
）
▽
保
険
医
療

課
保
険
担
当
（
市
役
所
内
線
2
5

3
･
2
5
4
）

　　
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き　

10
月
11
日（
日
）
〜
全

8
回
／
午
前
10
時
〜
正
午
▼
と
こ

ろ　

平
野
東
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上
の

初
級
（
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
こ
と

が
可
能
な
レ
ベ
ル
）・
中
級
者
▼

定
員　

計
20
名
▼
指
導　

日
本
テ

ニ
ス
協
会
認
定
指
導
員
▼
参
加
費

小
・
中
学
生
1
，0
0
0
円
▽
高

校
生
・
一
般
2
，0
0
0
円
▼
申

込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
左
記

へ
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学

習
課
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
22‐5
9
9
6
）

　　
第
90
回
国
際
親
善
全
国
空
手
道

　
選
手
権
大
会

 

〇
荻
野
安
香
理
さ
ん
（
下
戸
田
）

　

形
‖
幼
小
学
１
年
の
部
準
優
勝
、

組
手
‖
幼
小
1
･
2
年
女
子
の
部

優
秀
賞

〇
荻
野
妃
香
理
さ
ん
（
下
戸
田
）

　

組
手
‖
小
学
3
･
4
年
女
子
の

部
第
3
位

 

税
の
納
期
限（
9
月
30
日
）

 

■
国
民
健
康
保
険
税
３
期
分

＊
納
付
書
で
9
月
30
日（
水
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
国
民
健
康
保
険
税
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
ま
す（
バ
ー
コ
ー
ド

の
印
字
が
な
い
も
の
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

※
口
座
振
替
の
方
は
、
9
月

30
日（
水
）に
お
申
し
込
み

口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

※
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

間違い電話にご注意をーやすらぎ苑
　西脇多可広域斎場「やすらぎ苑」へ電話でお問い
合わせの際には、電話番号をお確かめのうえ、おか
け間違いのないようお願いします。
■斎場「やすらぎ苑」の電話・ファクシミリの番号
　☎0795-22-3644
　　0795-22-0771



旬菜レシピ旬菜レシピ 自然自然西脇の自然今月の旬菜レシピ 第４98回

　生き物の名前は「かな」で書く約束
になっていますので気にすることは少
ないのですが、なぜこんな名前なのか
と思ったときには漢字を調べることが
あります。
　ヤクシソウは薬師草と書きますが、
薬とは関係がないようです。葉の形が
薬師如来の光背に似ているから、奈良
の薬師寺の近くで見つかったからとい
うのがありましたが、植物学の権威牧
野富太郎先生は、語源不明と書かれて
います。ほかにも不明といわれる名前
がたくさんあります。
　里から山へ続く道傍や斜面、スーパ
ー林道で群れ咲く姿は素晴らしいもの
ですが、残念なことに市内ではあまり
見かけることがありません。

田舎風　ナスと厚揚げの煮物

平
成
27年
9月
1日
発
行

広
報
　
に
し
わ
き

2015
9

N
o.１２９

ヤクシソウ（きく科）
西脇市動植物生態調査研究グループ

発
行
／
西
脇
市
　
　
〒
677‒8511 西

脇
市
郷
瀬
町
605 TEL.0795(22)3111 FA

X.0795(22)1014
編
集
／
総
務
部
秘
書
広
報
課
　
　
西
脇
市
HP／

http://w
w
w
.city.nishiw

aki.lg.jp

北はりま旬菜館の〝旬野菜〟を
使ったレシピをお届けします。

ナス
　「茄子は成すに通じる」と言われ、縁起の良い
初夢の一つに加えられています。
　ナスは高温・多湿を好む野菜です。そのため日
本各地で古くから栽培され各地に固有の品種があ
ります。丸ナス、小ナス、水ナス、長ナスなどい
ろいろな形があります。旬は晩夏から9月にかけて。
ナスには体を冷やす働きがあると言われています。
暑い日が続きます。ぜひ食べ比べしてみては。

【材　料】
ナス………………
厚揚げ………………
豚肉………………
グリーンピース……
サラダ油………
ゴマ油…………
◆水………………
◆めんつゆ……
◆砂糖…………
◆みりん………

（4人分）
中4本
1枚

100ｇ
適量

大さじ1
大さじ1
200㏄
大さじ3
大さじ3
大さじ1

26広報にしわき　平成27年9月号
まちのうごき（8月1日現在）　人口/42,239人（＋4人）　男性/20,248人　女性/21,995人　世帯数/16,762世帯

に
し
わ
き
散
歩

に
し
わ
き
散
歩

ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見

に
し
わ
き
散
歩　

村
落
や
氏
族
な
ど
の
守
護
神
と
し
て
祭

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
荒
神
。
巨
樹
の
下

に
祭
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
鹿
野
町
の
荒

神
さ
ん
も
「
荒
神
の
森
」
と
呼
ば
れ
る
森

の
中
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
の
中
に
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え

立
つ
の
が
、
平
成
16
年
3
月
に
兵
庫
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
ム
ク
ノ
キ
で

す
。
胸
高
周
囲
6
5
0
㎝
、
樹
高
26
ｍ
、

推
定
樹
齢
6
5
0
年
の
巨
木
で
、
兵
庫
県

下
で
は
第
4
位
の
幹
周
り
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
境
内
に
は
、
同
じ
く
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
イ
チ
イ
ガ
シ
が
あ

り
ま
し
た
。
播
磨
地
域
で
自
生
す
る
も
の

が
な
く
貴
重
な
巨
木
で
し
た
が
、
平
成
13

年
10
月
に
自
然
倒
木
し
て
し
ま
い
、
今
は

そ
の
巨
大
な
切
り
株
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
神
社
の
ム
ク
ノ
キ

（
鹿
野
町
）
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▲荒神の森にそびえ立つムクノキ ▲イチイガシの切り株

西
脇
市
の
魅
力
、
観
光
資
源
、
史
跡
、

伝
統
行
事
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【作り方】
① ナスは縦半分に切り、皮に斜めに切り込みを入れ、一口大に切って水に5分程   
　さらしてアクを抜きます。
②　厚揚げは一口大に切ります。（沸騰した湯をかけ簡単に油抜きをしておきます）
③　豚肉も食べやすい大きさに切ります。
④　鍋にサラダ油とゴマ油を入れ、火にかけ豚肉を炒めます。
⑤　豚肉の色が変わったところに、ナスを入れしんなりすると厚揚げをいれます。
⑥　◆調味料を入れ約10分煮たら火を止めます。色どりにグリーンピースを入れ、
　　そのまま置いて味を染み込ませて出来上がりです。　　　
※豚肉を入れずに作ることもできます。調味料はお好みに合わせて調整ください。
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